
石 川 保 険 医 新 聞（1）2011年1月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第465号

本年もどうぞよろしく 
　　 お願い致します　 

役員・事務局員一同 

発　行　所 
石川県保険医協会  

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号 
太陽生命金沢ビル8階 

1（076）222‐5373番  ＦＡＸ（076）231‐5156番 
URL  http://ishikawahokeni.jp/ 
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp 
発行人 西　田　直　巳 
印刷所 ソノダ印刷株式会社 
 購読料 1年間 5,000円（〒共） 
（※本紙の購読料は会費に含まれます） 

2011年　新春特別号 

昨
年
の
猛
暑
は
未

だ
に
尾
を
引
い
て
い

る
よ
う
だ
。
野
菜
の

高
騰
が
止
ま
ら
な

い
。
南
米
付
近
の
海

洋
温
度
が
下
が
る
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
事
の
発
端
の

よ
う
だ
が
、
家
庭
の
主
婦
に
は

犯
人
捜
し
よ
り
家
計
の
方
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
だ
▼
お
か
し
く

な
っ
て
い
る
の
は
、
野
菜
ば
か

り
で
は
な
い
。
人
間
様
の
方
も

負
け
ず
劣
ら
ず
の
有
様
だ
が
、

こ
ち
ら
の
方
は
ど
う
や
ら
猛
暑

の
た
め
ば
か
り
で
も
な
さ
そ
う

だ
▼
民
主
党
政
権
が
誕
生
し

て
、
は
や
一
年
半
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
首
相
に
な
る
ま
で

は
何
と
か
元
気
だ
が
、
就
任
し

た
途
端
歯
切
れ
は
悪
く
、
顔
色

は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い

く
。
も
し
診
察
室
で
初
診
で
お

会
い
し
た
ら
、「
入
院
し
て
は

ど
う
で
す
か
」
と
言
っ
て
し
ま

い
そ
う
な
ほ
ど
だ
▼
沖
縄
普
天

間
の
問
題
。
尖
閣
沖
で
の
漁
船

衝
突
事
件
。
何
一
つ
解
決
し
な

い
ま
ま
に
、
ビ
デ
オ
の
流
出
、

さ
ら
に
は
公
安
テ
ロ
の
文
書
ま

で
。
少
し
は
同
情
の
余
地
も
あ

る
。
問
題
は
そ
こ
か
ら
先
で
あ

る
。
な
ぜ
国
民
は
怒
り
、
失
望

し
て
い
る
の
か
？　

そ
れ
は
国

会
の
論
戦
の
中
に
、
国
を
背
負

う
覚
悟
と
自
覚
が
見
え
な
い
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
「
子

ど
も
国
会
」
へ
の
参
加
者
が

五
十
万
人
を
超
え
た
。
朝
日
新

聞
の
見
出
し
で
あ
る
。 

ヤ
ジ
も

居
眠
り
も
な
く
、
真
剣
な
議
論

の
上
で
次
々
と
法
案
が
成
立
し

て
い
く
。
大
人
の
世
界
と
子
ど

も
の
世
界
は
違
う
。
そ
ん
な
言

葉
は
聞
き
飽
き
た
。
私
た
ち
は

子
ど
も
達
に
残
す
未
来
を
託
さ

れ
て
い
る
の
だ
。
学
ぶ
べ
き
は

私
た
ち
の
方
だ
。

【
写
真
提
供
／
城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
金
沢
市
）】 

　
　
　
　
　
●
写
真
／
米
澤
淳
子
（
看
護
師
） 

　
　
　
　
　
●
文
／
大
川
義
弘
（
内
科
） 

稀

四
世
代 

現
代 

　
な
り 

四
世
代 

現
代 

　
な
り 

99歳の清野さん、そして娘さん、孫の代わりにポメラニアンのミミちゃん、ひ孫さん、４世代です。 
独居や老夫婦世帯が急速に増えている中で、４世代はとても稀です。 

古希ならぬ「現稀」です。 
「現稀」は造語ですが、この４世代の写真を見ると、世代間の暖かい時間の流れを感じます。 
当院では訪問診察にお伺いしている患者さんの誕生月には必ず写真を撮っています。 

家族の方がおられれば、一緒に撮ります。 
次の訪問時に写真を持参し、「うまく撮れましたよ」などと話しながら手渡します。 
単調になりがちな在宅生活の中で、ささやかなエピソード提供になっています。 



石 川 保 険 医 新 聞 2011年1月15日（毎月15日発行）（2）第465号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）石 川 保 険 医 新 聞（3）2011年1月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第465号

テーマ 

講　師 

※詳しくは案内チラシをご覧ください。 

石川県保険医協会・冬の文化企画r

お話し 

と　き 

ところ 

定　員 
参加費 
参加者 
申込み 

お話し 鹿野酒造さん 加賀市八日市町イ6
と　き 2011年2月20日（日）

午前9時／金沢駅西口集合

ところ 鹿野酒造＆喜多八
定　員 20人（先着順です） 
参加費 お一人 9,000円（昼食・入浴、飲み物代、バス代、保険料として当日集めます） 

 参加者 会員、家族、スタッフの方々 
申込み 2月1日（火）までに、お申し込みください。 

電話 076-222-5373

・午前9時 ……… 金沢駅西口集合・出発 
・午後4時ごろ … 金沢駅西口着・解散 

鹿野酒造＆喜多八を訪ねて 
（見学） （昼食・入浴） 

医科・歯科関連疾患について
～病院歯科勤務の経験から～ 

1月28日まで（講師の先生への質問がある場合は、1月20日まで） 
お申し込みください。

申込み

対　象 保険医協会会員
（参加は無料、定員は先着30人とさせていただきます） 

ところ 金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」
（JR金沢駅東口正面） 

と  き 2011年2月3日（木） 午後7時半～午後9時 

講  師 岡部　孝一先生
こう　いち おか　べ 

おかべ歯科医院院長 

テーマ

なんでも学術 ！  
なんでも回答？よろず勉強会 

なんでも学術 ！  
なんでも回答？よろず勉強会 

なんでも学術 ！  
なんでも回答？よろず勉強会 

なんでも学術 ！  
なんでも回答？よろず勉強会 
第15回 

™™™™日ごろの疑問の解決のために™™™™ 

●定期総会（午後6時～7時（予定））
●記念講演（午後7時～9時） 
　　　 貧困と健康格差（仮題） 
　　　　 近藤  克則 氏（日本福祉大学教授） 

日　時 3月12日（土） 午後6時～9時（予定） 
場　所 金沢都ホテル

石川県保険医協会第37回定期総会 
─ ご 案 内 ─ 

明けましておめでとうございます。 

昨年は、民主党の衆議院選マニフェストにあった診療報酬の大幅増

額が反古になり、再診料の減額にみられるように、決して増額改定で

はありませんでした。 

一方、11月になり、保団連休業保障制度の存続に道が開ける保険業

法の再改正が実現し、明るい兆しも見られました。 

今年は、診療報酬改定のない年です。次回の改定は、介護報酬と同

時になるので、不合理是正など改定に向けた準備を進めなくてはなり

ません。この方面では、昨年来、保団連北信越ブロックを中心に、特に、

在宅関連の診療報酬の不合理是正に取り組んできました。今年はぜひ

とも、実りあるものにしたいと考えています。 

例年申し上げていることですが、医療人にとって、医学・医療に対

する知識、応用技術の研鑽は、何よりも大切です。医療界全体が医療

に対する思い、知識・技術すべての面で底上げされてはじめて、良質

な医療の提供が可能です。このことの実現に向けて、学術・保険部の

よろず勉強会、医療福祉部の社会保障セミナー、歯科部の行う水準の

高い学術講演会など、日々の診療活動のインフラのサポートを強力に

推し進めていきます。昨年に引き続き、これらの事業は、県内すべて

の会員に等しく提供すべく、能登地区、加賀地区での事業展開をより

一層、推し進めていきます。 

学術活動以外でも、会員の生活の向上のための共済活動、経営基盤

安定化のための経営・税務・雇用に関する情報や、ノウハウの提供な

ども事業として確立していきたいと考えています。医療運動や行政・

政治への働きかけなどが必要な事案に関しても、会員のニーズに応え

られるよう、力をつけたいと思っています。 

次に、財政基盤の安定化のため、会員の皆さまへのサービス低下が

起こらないような形での、事業の効率化や無駄の一掃に努めていきます。

同時に、会員増への取り組みには、今年も大いに力を注ぎます。 

年初からかなり欲張ったことを申し上げましたが、昨年にも増して、

執行部一同、奮闘努力する所存です。会員の皆さまのご協力をお願い

して、年頭のご挨拶とします。 

会長　西田　直巳 
　　  （金沢市・小児科） 
 
 

年頭所感 年頭所感 年頭所感 
本年もどうぞよろしく 

　　　　 お願い致します 

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 

入会の方法は 医科 731人、 歯科 301人 
会員数　1032人 

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項 
を記入のうえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額）／開業医 4,500円／勤務医 3,800円 ◎入会金   なし 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎連絡先　〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8階） 

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 
保険医協会にぜひ 
ご入会下さい！ 

石川県保険医協会 
電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp 
URL  http://ishikawahokeni.jp/
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昨
年
（
二
〇
一
〇
年
）
の

八
・
九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
人

体
の
不
思
議
展
」
は
、
金
沢
で

は
二
〇
〇
五
年
に
続
き
二
度
目

と
な
っ
た
。
最
初
の
展
示
に

は
、
金
沢
大
学
医
学
部
の
一
部

が
協
力
し
て
お
り
、
そ
の
事
実

を
知
っ
た
し
ら
ゆ
り
会
（
篤
志

献
体
団
体
）
の
会
員
十
数
人

が
、
憤
慨
し
て
退
会
す
る
「
事

件
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
こ
の
「
事
件
」
自
体
は
大

き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
一
般
市
民
に
ま
で
広
く
届

く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
今
回
の
展
示
に
対
し

て
石
川
県
保
険
医
協
会
は
、
い

ち
早
く
開
催
前
に
理
事
会
の
反

対
声
明
を
発
表
し
、
金
沢
二
十

一
世
紀
美
術
館
の
貸
館
中
止
と

「
献
体
証
明
書
」
の
確
認
を
求

め
る
要
請
書
も
提
出
し
た
。
ま

た
、
石
川
民
医
連
、
石
川
県
医

師
会
、
金
沢
市
医
師
会
も
声
明

を
出
す
な
ど
、
県
内
の
医
療
団

体
は
一
丸
と
な
っ
て
開
催
の
反

対
に
動
い
た
。
金
沢
大
学
医
学

類
は
、
学
生
あ
て
に
、
同
展
へ

末
永
　
恵
子（
福
島
県
立
医
科
大
学
） 

末
永
　
恵
子（
福
島
県
立
医
科
大
学
） 

特 別 寄 稿 

問
題
多
い
「
人
体
の
不
思
議
展
」 

問
題
多
い
「
人
体
の
不
思
議
展
」 

主
催
者
を
告
発
へ 

主
催
者
を
告
発
へ 

の
非
協
力
の
要
請
文
を
通
知
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
反
対
運
動
は
マ
ス
コ
ミ
に

よ
っ
て
報
じ
ら
れ
、
同
展
の
問

題
性
は
、
多
く
の
市
民
に
印
象

づ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
展
示
は
断

行
さ
れ
、「
人
体
の
冒
涜
展
」

は
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
十
二
月
三
日
、
私
た

ち
有
志
八
人
は
、
同
展
が
「
死

体
解
剖
保
存
法
」
第
一
九
条
違

反
に
あ
た
る
と
し
て
、
石
川
県

警
察
本
部
に
同
展
主
催
者
を
告

発
し
た
。
同
法
は
、
医
科
系
大

学
と
特
定
の
病
院
に
死
体
標
本

を
保
存
で
き
る
場
を
限
定
し
、

そ
れ
以
外
の
場
所
で
敢
え
て
保

存
す
る
場
合
に
は
、
遺
族
の
同

意
を
得
る
こ
と
と
、
自
治
体
の

長
へ
届
け
出
を
行
う
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

「
人
体
の
不
思
議
展
」
は
、
こ

の
条
件
を
ま
っ
た
く
満
た
さ
ず

に
開
催
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
同
展
の
問
題
の

本
質
は
、
単
に
同
法
に
抵
触
す

る
か
否
か
の
問
題
で
は
な
く
、

遺
体
の
尊
厳
を
冒
涜
し
、
商
品

化
す
る
こ
と
の
非
倫
理
性
に
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
非
倫
理
的
な
展
示
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
る
だ
け
で

は
、
展
示
そ
の
も
の
を
中
止
さ

せ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
既
存
の
法
律
を
適
用
し

て
、
な
ん
と
か
規
制
で
き
な
い

か
と
、
見
つ
け
ら
れ
た
の
が
同

法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
展
を
死
体
解
剖

保
存
法
第
一
九
条
違
反
で
告
発

し
た
の
は
、
日
本
で
は
じ
め
て

の
こ
と
で
あ
る
。
未
経
験
の
こ

の
案
件
に
つ
い
て
、
石
川
県
警

側
は
告
発
状
の
受
け
取
り
を
躊

躇
し
、
告
発
状
の
原
本
で
は
な

く
、
写
し
し
か
受
け
取
ら
な

か
っ
た
。「
告
発
の
趣
旨
は
理

解
す
る
が
、
内
容
精
査
の
う

え
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
対

処
し
て
い
き
た
い
か
ら
」
と
い

う
の
が
理
由
で
あ
る
。

石
川
県
警
と
の
や
り
と
り
の

最
後
に
、
同
席
の
弁
護
士
は
、

「
告
発
人
の
意
思
を
込
め
た
告

発
状
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
欲

し
い
。
決
し
て
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
し

な
い
こ
と
を
こ
の
場
で
確
認
し

た
い
」
と
結
び
、
私
た
ち
は
石

川
県
警
を
あ
と
に
し
た
。

市
民
が
告
発
を
行
っ
た
場

合
、
捜
査
機
関
は
捜
査
を
尽
く

す
義
務
を
負
う
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
。
石
川
県
警
に
は
、
そ

の
義
務
を
誠
実
に
果
た
す
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
や
米
国
ハ
ワ
イ
州

で
は
、
同
展
は
禁
止
さ
れ
、
廃

絶
さ
れ
た
。
今
年
こ
そ
、
日
本

で
も
同
展
を
廃
絶
さ
せ
る
年
と

し
た
い
。
日
本
が
で
き
な
い
は

ず
は
な
い
。

▲
３
一
飛
△
同
玉
▲
３
三
香
△

同
桂
▲
２
一
金
寄
△
３
二
玉
▲

２
二
金
ま
で
7
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
３
一
飛
が
好
手
。
△

同
玉
と
取
ら
せ
て
下
段
に
追
い
、

次
の
▲
３
三
香
が
決
め
手
、
△

３
二
合
で
も
▲
２
一
金
が
あ
る
。

△
３
三
同
桂
以
下
は
手
順
の
追

詰
で
す
。 

将
棋
解
答

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲

解
答

碁
4 ロ

 
イ
 

5

3

2 1
（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ハ
ネ
か
ら
3
と
ツ
グ
の
が
ポ

イ
ン
ト
の
好
手
。
白
4
に
は
黒
5
で
白

死
で
す
。
黒
1
で
3
は
白
1
で
白
生
き
。

黒
3
で
4
は
白
イ
で
白
生
き
。
白
4
で

ロ
な
ら
黒
イ
で
白
死
で
す
。
 

5 1 2 7 6 9 4 3 8
3 6 8 1 4 2 9 5 7
4 7 9 5 8 3 2 6 1
9 4 3 8 1 5 7 2 6
1 8 5 2 7 6 3 4 9
7 2 6 3 9 4 8 1 5
2 9 4 6 5 8 1 7 3
8 5 7 4 3 1 6 9 2
6 3 1 9 2 7 5 8 4

「
数
独
」
の
解
答

５
＋
７
で
、答
え
は「
12
」

（
問
題
19
面
）

7つのまちがい探しの答え
（問題18面）

答え　①右のウサギの耳
②右のウサギの帯
③右下の子のマフラー
④コマのひも
⑤中央・下の羽根
⑥左の子のぞうりがげたに
⑦中央の子のストール

石川県警への告発後、記者会見に臨む末永恵子氏
（12月3日、石川県庁にて）

現
在
、「
疾
病
と
貧
困
の

悪
循
環
」
を
断
ち
切
り
、
す

べ
て
国
民
を
医
療
保
険
に
加

入
さ
せ
、
病
気
に
な
っ
て
も

費
用
の
心
配
な
し
に
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
た
め
に
創
設
さ

れ
た
国
保
が
危
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
国
保
が
大
変
厳
し

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
国
が
国
保
へ
の
国
庫
負

担
を
大
き
く
削
減
し
て
き
た

か
ら
で
す
。
国
保
再
生
に

は
、
国
庫
負
担
を
元
に
戻
す

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
国

は
、「
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
」

を
謳
い
文
句
に
、
国
保
を
広

域
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。「
保
健
を
向
上
さ
せ
る
」

た
め
の
国
保
に
対
し
、
国
保

本
来
の
機
能
を
奪
う
方
向
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
国
保
課
長
は
、
二
〇

一
〇
年
七
月
十
六
日
の
静
岡

市
で
の
講
演
で
「
今
回
の
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
は
、
市

町
村
国
保
の
広
域
化
を
進
め

る
た
め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

だ
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い

ま
す
。

国
保
の
広
域
化
で
「
国
保

は
再
生
で
き
な
い
」「
国
民

の
い
の
ち
が
守
れ
な
い
」、

そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

大
阪
社
保
協
の
寺
内
さ
ん
、

長
野
民
医
連
の
平
澤
さ
ん
と

私
と
で
、
昨
年
春
か
ら
準
備

し
て
き
た
、『
国
保
広
域
化

で
い
の
ち
は
守
れ
な
い
』

（
か
も
が
わ
出
版
）
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
三
人
と
も
研

究
者
で
は
な
く
運
動
家
で
す

の
で
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

「
い
の
ち
の
平
等
」「
い
の
ち

を
守
る
」
た
め
に
、
国
保
の

広
域
化
の
流
れ
に
竿
を
さ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
い
思
い
で
準
備
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
の
ブ
ッ
ク
を
ご

購
読
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
地
域
で
「
国
保
広
域
化
は

と
ん
で
も
な
い
」「
国
保
を

再
生
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
議

論
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
　
寺
越
　
博
之 

国
保
を
守
っ
て
、い
の
ち
を
守
ろ
う 

『
国
保
広
域
化
で
い
の
ち
は
守
れ
な
い
』（
か
も
が
わ
出
版
） 

新新新 刊刊刊

案案案 内内内

Ａ５判・1,500円＋税（2010年11月25日発行）
◎ご希望の方はネットでお求めください。

本物の人体標本を有料で商業展示する「人体の不思議展」が昨年夏に

金沢で開かれ、次いで昨年暮れから１月23日まで京都で開催中である。

同展の開催は「死体解剖保存法」違反にあたると医師、研究者、弁護士ら

が京都府警に主催者（人体の不思議展事務局）を告発し、併せて、石川県

警に金沢展の主催者（北国新聞社／人体の不思議展事務局）を告発した。

この2つの告発人である末永恵子氏（福島県立医科大学講師）から本紙

に寄稿していただいたので紹介する。
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バ
ル
セ
ロ
ナ 
バ
ル
セ
ロ
ナ 

会 員 寄 稿 

嶋
　
浩
人（
金
沢
市
・
矯
正
歯
科
） 

嶋
　
浩
人（
金
沢
市
・
矯
正
歯
科
） 

今
回
は
機
能
矯
正
会
議
（
Ｉ

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
）
で
の
発
表
の
た

め
、
二
〇
一
〇
年
十
月
十
三
〜

十
九
日
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
向
か
っ
た
。
十
月

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
気
温
は
、
ほ

ぼ
日
本
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
っ

た
。学

会
三
日
間
を
終
わ
ら
せ
た

後
は
観
光
に
。
市
内
と
と
も

に
、
必
ず
見
て
ま
わ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・

ダ
リ
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵

画
で
有
名
な
イ
ケ
メ
ン
、
中
学

校
の
美
術
の
本
に
必
ず
載
っ
て

い
る
あ
の
ひ
げ
ち
ょ
び
ん
の
画

家
。学

会
が
終
わ
り
、
日
本
の
ガ

イ
ド
観
光
を
現
地
に
て
ネ
ッ
ト

で
探
し
、
車
で
バ
ル
セ
ロ
ナ
か

ら
一
時
間
ハ
イ
ウ
ェ
ー
に
乗

り
、
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
に
あ
る
ダ
リ

美
術
館
を
鑑
賞
し
、
さ
ら
に
フ

ラ
ン
ス
の
国
境
近
く
の
少
し
南

に
あ
る
漁
村
カ
ダ
ケ
ス
（
バ
ル

セ
ロ
ナ
か
ら
百
五
十
キ
ロ
）
の

『
ダ
リ
の
卵
の
家
』
を
訪
れ
た
。

丸
一
日
が
か
り
だ
っ
た
。
こ
こ

は
、
ピ
カ
ソ
や
マ
テ
ィ
ス
も
住

ん
で
い
た
地
中
海
岸
に
面
し
た

美
し
い
町
で
あ
る
。
は
じ
め
て

地
中
海
沿
岸
を
訪
れ
た
が
、
青

い
空
に
生
え
る
白
い
壁
の
家
々

は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
と
て

も
な
じ
み
が
な
い
分
、
一
層
、

美
し
く
感
じ
、
う
っ
と
り
し
て

し
ま
う
。
ダ
リ
美
術
館
に
は
、

今
ま
で
書
籍
で
見
て
き
た
作
品

が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
い
く
つ
も
が
、
ダ
リ

が
一
生
愛
し
た
ガ
ー
ラ
な
く
し

て
は
あ
り
得
な
い
と
言
え
る
。

十
歳
年
上
の
人
妻
で
あ
っ
た
が

の
ち
に
、
結
婚
。
ガ
ー
ラ
婦
人

の
写
真
を
見

て
も
、
外
見

は
お
世
辞
に

も
そ
ん
な
に

き
れ
い
と
は

い
え
な
い
の

に
、
イ
ケ
メ

ン
の
ダ
リ

は
、
な
ぜ
そ

ん
な
に
夢
中

に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？

卵
の
家
は
、

彼
女
の
た
め

の
住
ま
い

で
、
二
人
で

過
ご
し
た
家

で
あ
る
。
中

に
入
る
と

ガ
ー
ラ
婦
人

の
た
め
の
家
と
い
う
感
じ
が
す

る
。
そ
の
一
室
に
は
画
廊
が
あ

り
、
机
の
上
に
あ
る
ペ
ン
立
て

に
さ
し
て
あ
る
モ
ノ
サ
シ
ま
で

も
が
、
す
ご
く
生
々
し
く
感
じ

ら
れ
た
。
ダ
リ
が
、
最
近
ま
で

い
た
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。

こ
ん
な
に
愛
し
た
の
に
、
彼
女

は
ほ
か
の
年
下
の
男
性
と
、
ど

こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

で
も
彼
は
、
ガ
ー
ラ
の
絵
を
描

き
続
け
た
。
晩
年
、
ダ
リ
の
も

と
、
カ
ダ
ケ
ス
に
戻
り
、
ダ
リ

の
前
で
息
を
引
き
取
っ
た
。
彼

の
作
品
が
世
に
出
、
有
名
に

な
っ
た
の
も
、
ガ
ー
ラ
が
い
た

か
ら
で
、
彼
女
は
彼
の
仕
事
に

対
す
る
「
よ
い
し
ょ
」
が
、
相

当
う
ま
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
一
度
、
ガ
ー
ラ
婦
人
に
会
っ

て
み
た
い
な
ー
！
」
そ
う
思
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
今
回
の

観
光
で
あ
っ
た
。

核
シ
ェ
ル
タ
ー
よ
り 

   

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
の
方
が
い
い 

核
シ
ェ
ル
タ
ー
よ
り 

   

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
の
方
が
い
い 

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

会 員 寄 稿 
二
〇
一
〇
年
八
月
に
ス
イ
ス

の
バ
ー
ゼ
ル
で
、
第
一
九
回
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

反
核
医
師
の
会
の
代
表
団
の
一

員
と
し
て
参
加
し
た
。
大
会

は
、
朝
八
時
半
か
ら
夜
の
七
時

ご
ろ
ま
で
、「
核
の
な
い
世
界
」

に
向
け
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
の
公
式
行
事
の
た
め
、
ホ

テ
ル
に
帰
る
の
が
毎
日
十
時
を

過
ぎ
る
と
い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。

夕
方
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式

ま
で
の
間
、
世
界
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
い
る
ス
イ
ス
の
首
都
ベ

ル
ン
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ベ
ル
ン
と
い
う
の
は
、

「
熊
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の

街
を
作
っ
た
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
五

世
が
、
狩
の
最
初
の
獲
物
を
街

の
名
前
に
す
る
と
決
め
た
の

で
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。
今
も
、
市
内
に
は
熊
公
園

が
あ
っ
て
、
熊
が
大
切
に
飼
わ

れ
て
い
る
。

ベ
ル
ン
の
街
は
、
訪
問
者
を

中
世
の
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
さ
せ
て
く
れ
る
。
四
階
建
て

の
石
づ
く
り
の
建
物
が
並
び
、

そ
し
て
、
石
畳
の
道
路
。
今
に

も
、
鎧
を
つ
け
て
、
槍
を
持

ち
、
馬
に
乗
っ
た
中
世
の
騎
士

が
飛
び
出
し
て
き
そ
う
で
あ

る
。
そ
う
い
え
ば
、
大
会
の
会

場
と
な
っ
た
バ
ー
ゼ
ル
の
旧
市

街
も
、
古
い
街
並
み
だ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
多
く
の
都
市
が
、
二

度
の
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
徹
底

的
に
破
壊
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ス
イ
ス
の
都
市
は
無
傷

で
残
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、

永
世
中
立
国
と
い
う
ス
イ
ス
の

国
是
の
た
め
だ
ろ
う
。
ス
イ
ス

は
一
八
一
五
年
に
永
世
中
立
国

と
な
り
、
い
か
な
る
国
と
の
同

盟
も
拒
ん
で
い
る
。

驚
い
た
こ
と
に
、
ス
イ
ス
は

戦
後
、
核
兵
器
の
開
発
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ

た
。
し
か
し
、
平
和
は
力
に

よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
信
頼
に
よ
っ
て
達
成
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
、
核
兵
器
の
開
発
を
放
棄

し
、
今
日
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
に
向
け
て
積
極
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
の
女

性
の
外
務
大
臣
は
、「
核
兵
器

を
非
合
法
化
し
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
行

動
を
行
う
。
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
目
指
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
核
兵
器
は
人
間
が
作
っ
た

も
の
で
あ
り
、
人
間
の
手
に

よ
っ
て
な
く
す
こ
と
も
可
能
で

あ
る
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し

た
。ス

イ
ス
は
ま
た
、
来
る
べ
き

核
戦
争
に
向
け
て
、
各
家
庭
の

地
下
室
に
核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
義

務
付
け
た
時
代
が
あ
っ
た
と
い

う
。
核
戦
争
が
起
こ
っ
た
三
日

間
だ
け
隠
れ
て
い
れ
ば
大
丈
夫

と
い
う
前
提
で
、
残
留
放
射
線

の
影
響
も
、
核
の
冬
な
ど
の
気

象
に
及
ぼ
す
影
響
も
、
何
に
も

考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
核

戦
争
の
愚
か
さ
を
知
っ
た
ス
イ

ス
国
民
は
、
今
、
そ
の
シ
ェ
ル

タ
ー
を
絶
好
の
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
使
っ
て
い
る
。

発表後の懇親会でほっと一息
左はバスク地方から来られた双子のお子様を持つDr.

イベリコハムはスペイン人にとっても高価な食材とのこと

卵の家の寝室

ダリの卵の家 漁村カダケス

世界遺産ベルンの街
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介護保険「見直し」案が提示される 介護保険「見直し」案が提示される 介護保険「見直し」案が提示される 
給付抑制や利用者負担増を提案、社保審介護保険部会 

事務局長　工藤　浩司 

給付抑制と利用者負担の引上げに 
大きく踏み込んで 
給付抑制と利用者負担の引上げに 
大きく踏み込んで 
介護保険制度の「見直し」に向けた議論が、急ピッチで進んでいる。2010

年 11 月 30 日、社会保障審議会の介護保険部会は、「介護保険制度の見直しに

関する意見」を公表し、通常国会に上程予定の介護保険法の見直し案につい

て、その全体像を明らかにした。意見書の内容は、基本的には「両論併記」の

書きぶりとなっているが、給付抑制と利用者負担の引上げに大きく踏み込んで

おり、見過ごすことのできない項目が少なくない。以下、この意見書の概要に

触れながら、その問題点を指摘しておきたい。

介護保険見直しに向けての基本的考え方 
　「制度」の持続可能性 
介護保険見直しに向けての基本的考え方 
　「制度」の持続可能性 
介護保険見直しに向けての基本的な考え方は、総論的には次の点に集約され

ている。①日常生活圏域内において、医療、介護、予防、住まい、生活支援

サービスが切れ目なく、有機的かつ一体的に提供される「地域包括ケアシステ

ム」の実現に向けた取組みを進めること、②給付の効率化・重点化などを進

め、給付と負担のバランスを図ることで、将来にわたって安定した持続可能な

介護保険制度を構築すること―の２点である。

その後の各論においては、「あるべき介護保障制度とは」という観点からみ

れば、本来、①の論点について議論していくことが必要である。例えば、「24

時間対応の定期巡回サービス」や「お泊まりデイサービス」の創設などにつ

き、その具体的内容を吟味し検討していくことこそが部会の役割であろう。し

かしながら、これらの内容についてはごく概略的なものしか触れられておら

ず、むしろ、②の内容、とりわけ利用者負担の引上げについて具体的に言及し

ているのが、今回の意見書の大きな特徴である。

提案された給付抑制・利用者負担 
引上げのメニュー 
提案された給付抑制・利用者負担 
引上げのメニュー 
給付抑制と利用者負担の引上げに係る具体的な提起を、以下に原文に沿って

書き出していく。

①要支援者・軽度の要介護者の保険給付について、介護保険制度の給付の対

象外とすることや、利用者負担を２割に引上げるなどの方策を考えるべき、②

居宅介護支援サービス及び介護予防支援サービス（ケアプランの作成等のケア

マネジメント）に利用者負担を導入することを検討すべき、③一定以上の所得

がある者については利用者負担を、例えば２割に引上げることを検討すべき、

④（特別養護老人ホーム入居者の補足給付について）保険者の判断により、施

設入所者について可能な範囲で家族の負担能力等を把握し、それを勘案して補

足給付の支給を判断することができる仕組みとすべき、⑤（施設サービスにお

ける多床室の給付範囲について）多床室についても、低所得者の利用に配慮し

つつ、減価償却費相当額を保険給付対象外とする見直しが必要―など、給付抑

制、利用者負担の引上げのオンパレードである。

ペイアズユーゴー原則に 
対抗するために 
ペイアズユーゴー原則に 
対抗するために 
この保険給付減・負担増案の背景には、2010 年６月 22 日に閣議決定された

「財政運営戦略」がある。この中では、国の財政運営上の原則の一つとして

「ペイアズユーゴー（pay as you go）原則」が謳われている。この原則は、

「歳出増又は歳入減を伴う施策の新たな導入・拡充を行う際は、原則として、

恒久的な財源を確保しなければならない」とするものであり、今回の意見書に

おいても基本的な前提として記述されている。すなわち、大切なのは国民の介

護保障ではなく、介護保険「制度」の持続可能性であること、そして、高齢化

の進展などにより保険料負担が増大すること（例えば、１号被保険者の保険料

について、現在の月額平均 4,160 円から 2012 年度からは 5,000 円を超える見込

み、2025 年には現在の倍程度からそれ以上になる見込みと記述）などを強調

した上で、「給付と負担のバランス」をどう考えるかが議論の中心となってい

る。その意味するところは、「保険料を上げて欲しくなかったら、給付の削減

（利用者負担の引上げ）を受け入れなさい」という、国民に対する「意見」で

ある。

もとより、日本の憲法や法制度上「ペイアズユーゴー原則」を具体化した規

定はどこにもない。それどころか、憲法第 25 条第２項では「国は、すべての

生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努めな

ければならない」と規定されており、ペイアズユーゴーはこの原則に明確に反

する内容である。また、ちょうど半世紀前の 1960 年、朝日訴訟の東京地裁判

決は、社会保障と国家財政との関連について、「（憲法 25 条が保障する）最低

限度の水準は、決して予算の有無によって決定されるものではなく、むしろこ

れを指導支配すべきものである。」と明快な判断を示していることも、改めて

思い起こす必要がある。

国民の医療保障・介護保障の 
充実のための活動強化を 
国民の医療保障・介護保障の 
充実のための活動強化を 
石川県保険医協会では、今回の見直しに当たって、石川県社会保障推進協議

会、医療・福祉問題研究会などと共同で、昨秋「介護保険制度見直しに対する

提言」を公表し、厚生労働大臣にも届けた。そこでは、介護保険制度が社会保

障制度である以上、社会保障の原則に基づき「誰もが経済的な心配なく必要な

サービスを必要なだけ受けられるようにすること」を基本に、介護保険制度

「見直し」を行うよう提案した。引続き協会では、介護サービスの充実、公費

負担の拡大を求めて活動を続けるとともに、次期通常国会で上程が予定されて

いる「後期高齢者医療制度に替わる新たな高齢者医療制度に係る法案」や、地

域の社会保障・社会福祉制度に多大な影響を与える「地方主権改革推進一括法

案」に対しても、国民の医療保障・介護保障の充実を第一に活動を続けていく

所存である。

追記　本稿執筆後、一般紙等で患者負担引上げについて見送る可能性がある

との報道があったが、予断を許さない状況にあることは変わりないと考えてい

る。

●ご注文は…石川県保険医協会まで 電話 076-222-5373／ＦＡＸ 076-231-5156

旧名称：『アシスタントのための歯科保険診療ハンドブック』 
ご希望の会員には、 

特価2,000円（税込み）で販売します。 

◆体　裁 ： A4判　128ページ 
◆定　価 ： 4,000円 
　　　　　→会員価格：2,000円 
  　  （税・送料込み） 

◆発行所：全国保険医団体連合会 

○2010年改定内容を踏まえた歯科用語の名称変更やＰ混検など新設項目を反映 
○チェアサイドで具体的に必要な知識（個々の治療行為別の使用器材・器具類の名称など）、作業方法などを各章に追加 
○デンタルスタッフの方々に分かりやすく役立つ内容 

毎回好評の『アシスタントのための歯
科保険診療ハンドブック』は2010年版より
名称を改め、『デンタルスタッフのための
歯科保険診療ハンドブック』として発行さ
れることになりました。 
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最
近
テ
レ
ビ
で
、
ア
ッ
プ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
マ
ー
ク
、
あ

の
か
じ
ら
れ
た
リ
ン
ゴ
の
マ
ー

ク
を
見
る
機
会
が
増
え
た
よ
う

に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
、
日
本
語
が
苦
手
、
よ
く

フ
リ
ー
ズ
す
る
と
陰
口
を
た
た

か
れ
た
の
は
昔
の
話
。
そ
の
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
と
、
使
い
勝
手

が
相
ま
っ
て
映
画
、
写
真
、
音

楽
業
界
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
医
学
（
歯
学
）
の

学
会
発
表
は
ブ
ル
ー
ス
ラ
イ
ド

の
み
で
し
た
が
、M

acintosh

の
出
現
に
よ
り
、
色
鮮
や
か
な

ス
ラ
イ
ド
づ
く
り
が
可
能
に
な

り
、
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
割
高
感
、

周
辺
機
器
の
出
遅
れ
、
経
営
危

機
か
ら
、
多
く
の
先
生
方
が

W
indow

s

に
乗
り
換
え
ら
れ

ま
し
た
。
か
く
い
う
私
も
、
何

度
か
乗
り
換
え
よ
う
か
と
試
み

ま
し
た
が
、W

indow
s

の
使

い
心
地
に
な
じ
め
ず
、
確
固
た

る
信
念
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、M

acintosh

を
使

い
続
け
、
早
四
半
世
紀
が
た
と

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
ア
ッ
プ
ル
社
の
大

ヒ
ッ
ト
商
品
連
発
は
、
目
を
見

張
る
モ
ノ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

普
及
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変

え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
の
方

岡
部
　
孝
一
（
金
沢
市
・
歯
科
） 

り
ん
ご
を 

か
じ
る
と 

血
が
で
ま
せ
ん
か
？ 

本年も躍進します 本年も躍進します 本年も躍進します 
石川県保険医協会歯科部 

特
集
・
歯
科
部 

特
集
・
歯
科
部 

（
７
面
に
続
く
）

【2010年・歯科部の主な活動一覧】
と　　き 内　　　　　容 講　　　師（敬称略）

3月25日 2010年歯科診療報酬検討会（165人参加） 小島　　登（石川県保険医協会理事）
工藤　浩司（石川県保険医協会事務局長）

4月～ 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書採択運動
＜意見書採択自治体＞

内灘町、野々市町、宝達志水町、志賀町、かほく市、津幡町、穴水町、能登
町（石川県、輪島市、羽咋市は「歯科医療充実を求める意見書」を採択）

6～7月 3冊の書籍を発行
●『歯科保険診療便覧2010年4月追補版』
●『歯科診療報酬の変遷と今後の課題―歯科医療活性化に向けて―』
●『歯科に必要な一般医学―基礎知識と最前線―』

7月17日 赤本勉強会（36人参加） 石川県保険医協会歯科部員

9月16日 第13回なんでも学術！なんでも回答？よろず勉強会
「医科に必要な最近の歯科のミニ知識
　～自身の口の健康にも役立ちます～」（20人参加）

小島　　登（石川県保険医協会理事）

11月14日 歯科学術講演会
「舌診のすすめ～口から全身状態を理解する」（59人参加）

柿木　保明（九州歯科大学教授）

近年、全国組織としての保団連に対する国民からの注目度はますま

す大きくなり、厚生労働省は言うに及ばず、日本歯科医師会にも一目

置かれる存在となった。存在

感の増大は保団連に限ったこ

とではなく、当歯科部にも当

てはまる現象である。それは

各種の保健医療関係団体から

当部会に講師依頼が増加して

いることや、保団連との共同

運動である「保険でより良い

歯科医療の実現を求める」地

方議会への請願活動が意見書採択にまで堅調に結びついていることに

顕著に表れている。

今までの歯科部の活動は単に「会員に向けて、聞く・考える」場を

設定するに止まっていた感があるが、最近では自身が「会員のみなら

ず広く県民に向けて、聞いて

いただく・考えていただく」

場へと踏み出した。この新し

い変化は、理事・部員の数的

増加や一人ひとりの力量の増

強を背景に、当部会が成熟期

に向かって一歩を踏み出した

と確信させるものである。今

後も会員諸氏の意見をくみ取

り、「存在感」のある組織として活動する決意であるが、会員諸氏の

ご支援をも願うものである。

副会長　平田　米里（野々市町・歯科） 

成熟期に向かう歯科部 

今回この紙面を借り、「成熟期に向

かう部会」を支える幾人かの部員の寄

稿を紹介させていただきます。会員諸

氏から親近感をもって迎え入れられれ

ば幸いです。

（歯科部）

歯科部員の
ユニークな寄稿
歯科部員の
ユニークな寄稿
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も
、
裾
野
を
広
げ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
見
て

お
り
ま
し
た
ら
、
最
先
端
の
天

文
学
者
が
宇
宙
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
ア
ッ
プ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
お
ら
れ
る

の
に
は
、
少
々
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。

W
indow

s

にiP
ad

な
ど
と

い
う
木
に
竹
を
接
ぐ
よ
う
な
使

い
方
は
な
さ
ら
ず
、
携
帯
、
モ

バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
、
音
楽
、
写
真
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
な

ど
、
そ
の
中
心
にM

acintosh

を
検
討
さ
れ
て
み
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
一
度
ぜ
ひ
、

ア
ッ
プ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

の
ぞ
い
て
み
ら
れ
て
、
そ
の
美

学
の
一
端
に
触
れ
て
み
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
愚
妻
は
三
キ
ロ
も

あ
る
Ｎ
社
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
重
い
重
い
と
言
い
な
が
ら
も

使
い
続
け
て
お
り
ま
す
。
薄
型

マ
ッ
ク
を
薦
め
ま
し
た
が
、
ウ

ン
と
い
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
の

じ
ゃ
く
の
性
格
は
、
似
た
も
の

夫
婦
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

据
え
て
一
人
ひ
と
り
が
地
球
修

復
と
い
う
観
念
を
持
っ
て
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
年
も
異
常
気
象
な
ど

に
よ
る
被
害
等
が
な
い
平
和
な

一
年
で
あ
る
こ
と
を
、
年
頭
に

祈
り
ま
す
。

高
木
　
治
仁
（
金
沢
市
・
歯
科
） 

平
和
な 

一
年
を
祈
念 

早
い
も
の
で
、
石
川
県
に
帰

郷
し
て
十
七
年
を
迎
え
ま
し

た
。
自
分
は
趣
味
と
し
て
ウ
イ

ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
ス
キ
ー
、

そ
の
他
の
季
節
は
釣
り
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
自

然
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
り
ま

す
。
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
十
七

年
間
で
随
分
と
変
わ
っ
た
な
と

最
近
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
山

で
は
と
に
か
く
雪
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
海
で
は
特
に
変

わ
っ
た
点
が
多
く
気
が
つ
き
ま

す
。
と
に
か
く
海
水
温
が
い
つ

ま
で
も
温
か
い
の
で
す
。
皆
様

も
お
気
付
き
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
一
〜
二
年
、
台
風
の

数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
海
が
荒
れ
ず
水
温
が
高
温
度

の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
原

因
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
が
、
こ

の
こ
と
に
よ
り
魚
の
発
育
が
大

き
く
な
っ
た
・
今
ま
で
釣
れ
な

か
っ
た
魚
が
釣
れ
る
よ
う
に
な

る
・
鮭
な
ど
の
魚
の
生
態
行
動

の
変
化
（
回
遊
行
動
の
変
化
）、

な
ど
の
異
常
を
肌
で
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
年
を
新
た

に
す
る
と
い
つ
も
、
今
年
は
異

常
気
象
で
趣
味
が
楽
し
め
る
か

不
安
に
な
り
ま
す
。
暖
冬
・
冷

夏
、
厳
冬
・
猛
暑
が
繰
り
返
さ

れ
以
前
の
よ
う
な
冬
ら
し
い

冬
、
夏
ら
し
い
夏
が
恋
し
く
思

わ
れ
ま
す
。
た
だ
普
通
に
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
て
、
こ

ん
な
に
も
身
近
に
地
球
温
暖
化

を
感
じ
る
と
は
お
ど
ろ
き
で

す
。
百
年
後
な
ど
と
言
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
く
十
年
後
を
見

濱
田
　
久
（
か
ほ
く
市
・
歯
科
） 

明
日
は
ど
っ
ち
だ
？ 

『
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
群
論
を
』

と
い
う
数
学
の
本
の
書
評
が
、

新
聞
の
書
評
欄
に
載
っ
て
い

た
。
曰
く
、
完
全
な
自
由
主
義

経
済
で
は
、
時
間
と
と
も
に
富

の
偏
在
が
起
こ
り
、
少
数
の

人
々
に
富
が
局
在
し
始
め
、
や

が
て
最
終
的
に
た
っ
た
一
人
に

富
が
集
中
し
、
経
済
は
破
綻
す

る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、

一
定
以
上
の
税
金
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
知
り
た

い
、
そ
ん
な
数
式
に
基
づ
い
た

社
会
モ
デ
ル
が
あ
る
の
な
ら
。

そ
う
思
い
取
り
寄
せ
て
み
た

が
、
肝
心
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
数
式
は
載
っ
て
い
な
か
っ

た
。日

歯
会
長
は
、「
専
制
国
家

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
近
代
民
主

主
義
国
家
と
国
民
の
間
の
契
約

と
し
て
、
医
療
、
年
金
な
ど
の

社
会
保
障
は
、
国
民
の
国
家
へ

の
忠
誠
の
見
返
り
と
し
て
、
必

要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
言

う
。
し
か
し
な
が
ら
財
源
は
と

い
う
と
、
き
っ
と
巷
間
ウ
ワ
サ

の
消
費
税
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
か
な
あ
と
、
漠
然
と
思
っ
て

い
た
。

そ
れ
が
ど
う
だ
、
先
日
の
保

団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で

の
神
戸
大
学
教
授
・
二
宮
厚
美

氏
の
講
演
「
福
祉
国
家
論
」
に

思
わ
ず
膝
を
打
っ
た
。
そ
う

だ
、
間
接
税
で
は
な
く
、
直
接

税
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
今
年

は
企
業
の
内
部
留
保
も
二
百
兆

円
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た

と
日
経
新
聞
に
も
載
っ
て
い
た

で
は
な
い
か
。
格
差
を
い
う
の

な
ら
億
単
位
の
収
入
も
あ
る
高

額
所
得
者
も
い
る
で
は
な
い

か
。
一
九
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル

前
の
税
制
な
ら
、
今
ご
ろ
は
財

政
赤
字
な
ん
て
・
・
・
。
そ
う

考
え
て
は
み
た
も
の
の
、
ふ
と

思
う
。

一
体
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
な
の

か
？　

働
き
甲
斐
が
あ
っ
て
経

済
全
体
が
発
展
し
、
貧
困
の
起

き
な
い
所
得
税
は
。
累
進
課
税

の
モ
デ
ル
は
。
ぜ
ひ
と
も
提
示

し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
早
晩
、
新
自
由
主
義
を
信

奉
す
る
、
た
ぶ
ん
高
額
所
得
？

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
ち

特
集
・
歯
科
部 

特
集
・
歯
科
部 

に
よ
り
、
消
費
税
ア
ッ
プ
が
導

入
さ
れ
、
ま
す
ま
す
格
差
が
広

が
り
、
社
会
福
祉
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
は
ず
の
私
た
ち
の

仕
事
は
、
対
象
と
な
る
人
々
の

減
少
（
受
け
た
く
て
も
受
け
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
）
に
よ
り
縮

小
を
迫
ら
れ
、
社
会
は
、
新
自

由
主
義
の
発
祥
の
地
の
「
貧
困

大
国
ア
メ
リ
カ
」
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。

新
自
由
主
義
vs
福
祉
国
家
。

今
年
は
し
っ
か
り
社
会
の
動
向

を
見
つ
め
、
考
え
、
行
動
し
た

い
。

師
走
を
迎
え
、
忘
年
会
な
ど

で
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
政
治
・
経
済
は
、
混
沌
と

し
、
天
候
異
変
を
感
じ
る
こ
の

一
年
間
の
心
と
体
の
疲
れ
を
、

ど
う
ケ
ア
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

日
本
に
は
、
昔
か
ら
大
陰
暦

の
霜
月
の
下
弦
の
日
を
冬
至

（
現
在
の
十
二
月
二
十
二
日
）

と
し
、
冬
至
か
ぼ
ち
ゃ
を
食

べ
、
柚
子
湯
に
入
る
習
慣
が
あ

り
ま
す
。
現
在
で
は
、
医
学
的

に
も
入
浴
に
香
り
を
取
り
入
れ

る
と
、
副
交
感
神
経
の
働
き
が

活
発
に
な
り
、
体
が
温
ま
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
日
本

人
に
は
、
も
と
も
と
季
節
の
植

物
を
湯
に
入
れ
楽
し
む
習
慣
が

あ
り
、
こ
の
時
期
は
、
旬
の
柚

子
湯
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

柚
子
湯
の
効
能
効
果
は
、
血

液
の
循
環
が
良
く
な
り
、
心
身

の
疲
労
回
復
に
役
立
ち
、
ヒ
ビ

や
ア
カ
ギ
レ
を
治
し
て
、
風
邪

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
日
酔

い
の
後
の
柚
子
湯
の
朝
風
呂

は
、
特
に
お
勧
め
で
す
。

柚
子
湯
の
作
り
方
は
、
丸
ご

と
の
柚
子
を
五
〜
六
個
用
意
し

て
、
表
面
に
つ
ま
楊
枝
な
ど
で

数
カ
所
小
さ
な
穴
を
空
け
て
、

お
風
呂
に
浮
か
べ
る
だ
け
で

す
。
ま
た
柚
子
が
一
〜
二
個
し

か
用
意
で
き
な
い
場
合
は
、
柚

子
を
輪
切
り
に
し
た
り
、
果
汁

だ
け
を
し
ぼ
り
、
直
接
お
湯
に

入
れ
ま
す
。
皮
は
キ
ッ
チ
ン
用

の
水
切
り
袋
な
ど
に
入
れ
、
そ

の
ま
ま
湯
に
浮
か
べ
ま
す
。

柚
子
湯
を
す
る
際
の
注
意
事

項
が
あ
り
ま
す
。
肌
の
弱
い
人

や
多
数
の
柚
子
を
風
呂
の
中
で

堀
江
　
一
成
（
中
能
登
町
・
歯
科
） 

柚
子
湯
の
勧
め 

潰
し
濃
度
を
高
め
過
ぎ
る
と
、

そ
の
成
分
で
肌
が
ピ
リ
ピ
リ
と

ま
る
で
無
数
の
針
で
刺
さ
れ
た

よ
う
な
痛
み
に
襲
わ
れ
、
お
風

呂
か
ら
出
て
も
し
ば
ら
く
そ
の

痛
み
は
持
続
し
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。
体
験
者
の
談
で

す
。と

こ
ろ
で
、
柚
子
の
香
り
を

構
成
す
る
成
分
は
三
百
五
十
種

以
上
あ
り
、「
柚
子
ら
し
さ
」

を
決
め
る
重
要
香
気
成
分
は
、

最
近
発
見
さ
れ
、「
ユ
ズ
ノ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
、
黄
色
い
皮
の

中
の
油
胞
と
呼
ば
れ
る
カ
プ
セ

ル
の
中
だ
け
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
風
呂
の
中
の
柚
子
の
皮
を

擦
る
と
そ
の
カ
プ
セ
ル
か
ら
香

り
成
分
が
飛
び
散
り
、
浴
室
は

ア
ロ
マ
な
空
間
と
な
り
ま
す
。

ぬ
る
目
の
お
湯
で
ゆ
っ
く
り
そ

の
空
間
で
寛
い
で
は
い
か
が
で

す
か
。

◎
昨
年
十
一
月
末
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
原
稿
で
す
が
、
本
新

年
号
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

未入会の方は、ぜひ、ご入会ください 
 

未入会の方は、ぜひ、ご入会ください 
 

未入会の方は、ぜひ、ご入会ください 
 

会員の皆
さま 

　石川県保険医協会歯科部、食育プロジェクトでは、部員・メンバーを随時募集しています。ぜひ、先生

のご参加をお待ちしております。 

　本号は、未入会の先生方にもお送りしています。保険医協会では、年間を通して、さまざまな活動をし

ています。優れた共済制度や、一歩進んだ情報提供、診療報酬などの解説書の発行、日常の歯科診療にす

ぐに役立つ研修会やスタッフの接遇講座など、必ず先生のお役に立てると自負しております。ぜひ、保険

医協会にご入会ください。 

　ご連絡いただければ、先生のご都合のよい時間に、保険医協会についての詳しい説明にうかがいます。 

お問い合わせは　　石川県保険医協会の事務局まで（電話076－222－5373） 

部員になっていただけませんか 

（
６
面
の
続
き
）
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社
会
的
要
因
が
健
康
を
決
定
す
る
仕
組
み
２ 

社
会
的
要
因
が
健
康
を
決
定
す
る
仕
組
み
２ 

今
月
は
社
会
的
要
因
が
健
康
を
決
定
す
る
６
つ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
で
あ
る
r
〜
y
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

q 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
危
険
行
為
や
有
害

環
境
へ
の
接
近
を
強
い
る

w 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
不
健
康
な
生
活
習

慣
を
生
む

e 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
保
健
・
医
療
の
格

差
を
も
た
ら
す

r 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
ス
ト
レ
ス
要
因
と

な
り
、
心
身
の
緊
張
状
態
を
引
き
起
こ
す

t 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
、
ス
ト
レ
ス
や
緊

張
を
処
理
し
、
健
康
問
題
を
改
善
す
る
力

を
弱
め
る

y 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
世
代
を
超
え
て
、

健
康
へ
の
悪
影
響
を
拡
大
さ
せ
る

④ 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
ス
ト
レ
ス
要
因
と
な

り
、
心
身
の
緊
張
状
態
を
引
き
起
こ
す

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
最
も
重
要
な
社
会
心
理

的
ス
ト
レ
ス
で
（
二
〇
一
〇
年
四
月
号
、
表
１　

健
康
の
決
定
因
参
照
）、
二
十
四
時
間
三
百
六
十

五
日
心
身
を
緊
張
状
態
に
さ
せ
ま
す
。

約
一
〇
〇
年
前
に
生
ま
れ
た
セ
リ
エ
医
師
が
、

様
々
な
身
体
的
苦
痛
を
与
え
た
ラ
ッ
ト
に
苦
痛
の

種
類
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
臓
器
変
化
が
生
じ
て

死
に
至
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
隣
の
ゲ
ー
ジ
で
そ
れ

を
見
せ
ら
れ
て
い
た
ラ
ッ
ト
に
も
同
じ
変
化
が
起

こ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
変
化
は
、
胃

潰
瘍
、
胸
腺
・
リ
ン
パ
節
の
萎
縮
と
免
疫
力
低

下
、
副
腎
皮
質
の
肥
大
で
セ
リ
エ
の
ス
ト
レ
ス

３
兆
候
と
呼
ば
れ
ま
す
。

種
々
の
ス
ト
レ
ス
要
因
（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）
に

よ
り
、
視
床
下
部
の
室
傍
核
か
ら
Ｃ
Ｒ
Ｈ
（
副
腎

皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
）
が
脳
下
垂

体
に
働
き
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ

ン
）
が
放
出
さ
れ
、
副
腎
か
ら
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ

ン
が
大
量
に
出
続
け
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

そ
れ
以
前
か
ら
、
同
様
の
刺
激
に
対
し
て
交
感

神
経
が
緊
張
し
、
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
、
ノ
ル
エ
ピ
ネ

フ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
血
圧
、
脈
拍
、
血
糖
等
が

増
加
し
、
内
臓
の
血
管
が
収
縮
す
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
、
私
た
ち
の
世

代
も
学
生
時
代
に
習
い
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
ス
ト
レ
ス
が
視
床
下
部
か
ら
セ
ロ

ト
ニ
ン
神
経
の
中
枢
で
あ
る
脳
幹
の
縫
線
核
に
伝

わ
り
、
脳
内
情
報
伝
達
物
質
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
働
き
を
阻
害
す
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
（
図

１
）。脳

内
神
経
伝
達
物
質
は
主
に
三
種
類
あ
り
、
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
「
怒
り
や
危
険
に
対
す
る
興

奮
」、
ド
ー
パ
ミ
ン
が
「
快
楽
の
興
奮
や
意
欲
」、

セ
ロ
ト
ニ
ン
が
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
ド
ー
パ
ミ

ン
の
過
興
奮
を
抑
え
「
平
常
心
」
に
か
か
わ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
は

睡
眠
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
材

料
で
、
不
足
す
る
と

睡
眠
障
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

昨
年
の
九
月
号
や

十
二
月
号
で
、
貧
困

や
低
学
歴
者
に
ニ
コ

チ
ン
・
ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
依
存
が
多

い
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
原
因
は
教
育
の
問
題
に
加
え
て
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
機
能
低
下

が
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
の
過
興
奮
を
引
き
起
こ
し
、

快
楽
や
興
奮
を
求
め
て
依
存
症
に
な
り
や
す
い
か

ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経
の
機
能
低
下
は
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
神
経
の
過
興
奮
を
介
し
て
緊
張

を
よ
り
強
く
す
る
悪
循
環
を
生
じ
、
ま
た
、
キ
レ

や
す
く
な
る
た
め
、
事
故
死
な
ど
外
因
死
の
増
加

（
十
二
月
号
参
照
）
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
社
会
的
要
因
が
持
続
的
心
理

ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
脳
内
の
情
報
伝
達
物
質
や
自

律
神
経
・
内
分
泌
・
免
疫
機
能
の
慢
性
的
障
害
を

引
き
起
こ
し
、
生
活
習
慣
や
行
動
を
変
容
さ
せ
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
病
気
や
死
に
至
る
仕
組

み
が
か
な
り
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

⑤ 

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
、
ス
ト
レ
ス
や
緊
張

を
処
理
し
、
健
康
問
題
を
改
善
す
る
力
を
弱

め
る

こ
の
連
載
の
初
回
（
二
〇
一
〇
年
一
月
号
、
図

２
）
で
、
近
年
、
健
康
を
害
す
る
危
険
要
因
だ
け

で
な
く
、
健
康
を
守
る
健
康
要
因
に
関
す
る
研
究

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
健
康
を
守
る
力
の
中
心
は

心
身
の
緊
張
状
態
を
緩
和
す
る
力
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

心
身
の
緊
張
状
態
と
は
脳
内
神
経
伝
達
・
自
律

神
経
・
内
分
泌
・
免
疫
の
乱
れ
の
状
態
で
あ
り
、

健
康
を
守
る
力
と
は
そ
れ
ら
の
乱
れ
を
回
復
し
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
力
の
こ
と
で
す
。

健
康
を
守
る
力
に
は
、
内
的
な
も
の
と
外
的
な

も
の
が
あ
り
、
内
的
に
は
、
教
育
や
過
去
の
経
験

に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た
自
己
肯
定
的
な
首
尾
一
貫

し
た
生
き
方
の
感
覚
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ン
ト
ノ

フ
ス
キ
ー
が
提
唱
し
たS

en
se of C

oh
eren

ce

）

が
あ
り
、
外
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
ら
し
い

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
守
る
た
め
に
活
用
で
き

る
社
会
資
源
（
健
康
資
源
）
が
あ
り
ま
す
。

健
康
資
源
は
健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
役
立
つ

各
種
の
施
設
、
制
度
、
機
関
、
知
識
や
技
術
な
ど

の
物
的
、
人
的
資
源
の
総
称
で
す
。

米
国
退
役
軍
人
マ
ヒ
者
協
会
が
作
成
し
た
脊
髄

損
傷
患
者
の
た
め
の
自
己
管
理
ガ
イ
ド
『Y

es, 

Y
ou
 C
an
 !

』
日
本
語
版
（h

ttp
://w

w
w
.jscf. 

o
rg
/
jsc
f/
S
IR
Y
O
U
/
ssk
0
2
/
y
y
c
-m
e
n
u
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h
tm
#
m
en
u

）
に
は
、
社
会
資
源
が
豊
富
に
紹

介
さ
れ
、
支
援
と
は
「
住
居
、
雇
用
、
移
送
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
設
備
、
健
康
、
社
会
サ
ー
ビ
ス

を
物
理
的
に
、
実
際
的
に
確
実
に
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
金
沢
市
の
Ｈ
Ｐ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
健

康
資
源
一
覧
（h

ttp
://w

w
w
4.city

.k
an
azaw

a. 

lg
.jp
/d
ata/op

en
/cn
t/3/4874/1/siry

ou
3-

4.p
d
f

）
は
、
本
当
に
支
援
が
必
要
な
と
き
に
は
、

ほ
と
ん
ど
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
二
〇
〇
二
年
の
調
査
で
所
得
格
差

が
大
き
い
地
域
ほ
ど
健
康
資
源
が
乏
し
い
こ
と
、

健
康
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
死
亡
率
が
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
米
国
で
ロ
ゼ

ト
と
い
う
町
が
喫
煙
率
な
ど
動
脈
硬
化
危
険

因
子
保
有
率
が
他
の
町
と
同
じ
で
あ
る
の

に
、
心
筋
梗
塞
死
亡
率
が
半
分
で
し
た
。
多

く
の
研
究
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ロ
ゼ
ト
は

イ
タ
リ
ア
移
民
が
多
く
住
民
の
連
帯
感
が
非

常
に
強
い
こ
と
が
原
因
と
分
か
り
、
住
民
の

支
え
合
い
に
よ
る
健
康
効
果
を
ロ
ゼ
ト
効
果

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ロ

ゼ
ト
に
も
米
国
流
個
人
主
義
が
広
が
り
、
特

有
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
す
る
と
共
に
心

筋
梗
塞
死
亡
率
が
上
昇
し
、
他
の
町
と
差
が

無
く
な
り
ま
し
た
。

健
康
資
源
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

は
、
生
活
し
て
い
る
地
域
や
職
場
で
の
、
①

人
び
と
の
つ
な
が
り
、
②
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
様
と
い
う
雰
囲
気
、
③
お
互
い
に
信
頼

し
助
け
合
う
気
風
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑥ 
貧
困
や
社
会
的
格
差
は
世
代
を
超
え
て
、

健
康
へ
の
悪
影
響
を
拡
大
さ
せ
る

貧
困
や
社
会
的
格
差
は
、
そ
の
世
代
の
健

精神的ストレス 

視床下部・室傍核 

身体的ストレス 

精神的病気 
・うつ病 
・パニック障害 

・依存症 
・行動変容 ・高血圧 

・糖尿病 

身体的病気 

脳幹・縫線核 下垂体 

副腎皮質 

有田秀穂著　脳からストレスを消す技術　サンマーク出版 
p.29より引用し、筆者が加筆 

セロトニン神経 
機能低下 

ACTH分泌 

コルチゾール分泌 

図１　ストレスが病気を引き起こす 
　　　メカニズム 

康
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
適
切
な
社
会
的
支

援
が
な
け
れ
ば
、
次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
へ

と
拡
大
し
て
受
け
継
が
れ
ま
す
。

十
一
月
号
で
、
貧
困
や
社
会
的
格
差
に
よ
る
胎

児
期
の
栄
養
不
良
が
成
人
期
の
病
気
の
原
因
と
な

る
と
い
うB

ark
er

説
を
紹
介
し
ま
し
た
。

世
帯
収
入
に
よ
る
学
力
格
差
も
深
刻
で
、
十
二

月
号
の
図
１
、２
の
よ
う
に
、
学
歴
格
差
は
病
気

や
生
活
習
慣
の
格
差
に
つ
な
が
り
ま
す
。
世
帯
収

入
が
二
百
万
円
未
満
と
千
二
百
万
円
以
上
と
で

は
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
正
答
率
に
二
〇
％
以
上

の
差
が
あ
り
ま
し
た
（
図
２
）。

双
子
研
究
に
よ
り
、
子
ど
も
の
学
力
や
問
題
行

動
は
遺
伝
の
影
響
よ
り
環
境
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
、
遺
伝
子
研
究
で
は
、
環
境
が
変
わ
れ
ば
遺
伝

子
の
発
現
が
変
化
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
と
子
育
て
世
代
へ
の
社
会
的
支
援
に

よ
り
、
世
代
を
超
え
た
健
康
格
差
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

参
考
資
料
‥
日
本
公
衆
衛
生
学
会
誌
が
二
〇
一
〇

年
四
月
か
ら
「
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
」

（h
ttp
://m

ih
am
a-w
3.n
-fu
k
u
sh
i.ac.jp

/in
s/

k
k
on
d
o/p
d
f/A
_201004k

oei.p
d
f

）
を
連
載
し

て
い
ま
す
。
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国語A

数学A

耳塚 寛明ら  平成20年度・学習状況調査と5政令都市の公立小学校100校の6年生約8,000人の保
護者調査をリンクした結果（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/045/ 
shiryo/__icsFiles/afieldfile/2009/08/06/1282852_2.pdf）の表から筆者が作図した 

図2　小学6年生の学力（国語A、数学Aの正答率）と世帯収入 
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新年号特別企画  新年号特別企画  座 談 会  

石川の戦後の医療史をたどる 石川の戦後の医療史をたどる 石川の戦後の医療史をたどる 
～莇  昭三先生を囲んで～ 

内
灘
闘
争
 

 内
灘
闘
争
 

 
【
司
会
】
今
日
は
、
石
川
県
の

戦
後
の
医
療
史
の
語
り
手
と
し

て
、
莇
先
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
の
人
生
が
医

療
史
そ
の
も
の
と
も
言
え
ま
す

か
ら
、
本
当
に
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。
先
生
の
お
話
か
ら
学

ぶ
こ
と
、
さ
ら
に
今
後
に
生
か

す
べ
き
こ
と
を
会
員
に
し
っ
か

り
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

【

莇

】
僕
は
一
九
五
二
年
の

卒
業
な
ん
で
す
が
、
卒
業
前
か

ら
公
衆
衛
生
の
教
室
に
通
っ
て

た
。「
社
会
医
学
」
そ
の
も
の

に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
実
際
は
カ
ル
シ
ウ
ム

の
測
定
に
悪
戦
苦
闘
す
る
毎
日

だ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
あ
の
内

灘
闘
争
が
起
き
た
ん
で
す
。
内

灘
砂
丘
で
の
米
軍
の
試
射
場
建

設
に
反
対
す
る
運
動
が
ね
。

【
喜
多
】
一
九
五
二
年
、
昭
和

二
十
七
年
に
起
こ
っ
た
運
動
で

す
ね
。

【

莇

】
そ
う
。
研
究
室
の
マ

ウ
ス
の
実
験
を
ほ
っ
た
ら
か
し

て
、
内
灘
闘
争
に
参
加
し
た
。

い
や
、
す
ご
い
運
動
で
し
た

よ
。
日
本
で
最
初
の
米
軍
基
地

反
対
運
動
で
し
た
。
連
日
座
り

込
み
を
し
た
り
、
筵
（
む
し

ろ
）
旗
を
持
っ
て
。
結
局
、
そ

の
運
動
は
一
年
く
ら
い
で
収
束

し
た
ん
だ
け
ど
、
米
軍
が
三
年

間
の
期
限
付
き
で
撤
収
す
る
と

い
う
条
件
で
ね
。
そ
れ
で
、
も

う
大
学
へ
帰
ろ
う
と
し
た
と
き

に
、
浜
の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

「
こ
こ
に
診
療
所
を
作
っ
て
欲

し
い
」
と
、
そ
ん
な
話
が
持
ち

上
が
っ
た
。

内
灘
診
療
所
と
 

し
ろ
が
ね
診
療
所
 

内
灘
診
療
所
と
 

し
ろ
が
ね
診
療
所
 

【
司
会
】
そ
の
こ
ろ
、
内
灘
に

は
診
療
所
が
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

【

莇

】
内
灘
に
は
、
開
業
医

の
先
生
が
お
二
人
お
い
で
た
。

だ
け
ど
、
二
人
と
も
結
構
ご
高

齢
で
、
お
一
人
は
産
婦
人
科
の

先
生
だ
っ
た
。
そ
れ
で
若
い
医

者
が
い
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
見
立
て
が
い
い
」
な
ん
て
お

だ
て
ら
れ
て
ね
。

【
西
田
】
昔
は
、
若
い
先
生
に

は
寛
容
な
時
代
で
し
た
ね
。
学

生
時
代
か
ら
医
者
の
バ
イ
ト
し

て
ま
し
た
か
ら
ね
。

【

莇

】
そ
う
な
ん
で
す
。
僕

も
厚
生
省
か
ら
医
師
免
許
証
が

来
る
前
か
ら
、
内
灘
診
療
所
で

患
者
さ
ん
を
診
て
た
。
大
学
へ

帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強

か
っ
た
け
ど
、
地
元
の
お
母
さ

ん
方
の
気
持
ち
に
応
え
た
い
、

そ
う
い
う
若
さ
ゆ
え
の
熱
い
思

い
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
内
灘
に

留
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
喜
多
】
お
金
の
問
題
は
、
ど

う
ク
リ
ア
さ
れ
た
ん
で
す
か
？

【

莇

】
診
療
所
を
作
っ
て
く

れ
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
当
時

あ
っ
た
「
し
ろ
が
ね
診
療
所
」

な
ど
か
ら
三
十
万
円
、
ほ
か
に

地
域
の
方
々
が
そ
れ
こ
そ
十

円
、
五
十
円
と
か
カ
ン
パ
し
て

く
れ
た
。
そ
れ
と
ね
、
同
級
生

や
下
級
生
の
学
生
が
、
た
く
さ

ん
カ
ン
パ
し
て
く
れ
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

【
喜
多
】
先
生
と
の
か
か
わ
り

で
は
、
し
ろ
が
ね
診
療
所
と
い

う
の
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
が
石
川
県
の
民
医
連
の
ル
ー

ツ
と
い
う
こ
と
に
な
る
み
た
い

で
す
が
、
ど
う
し
て
そ
う
い
う

診
療
所
が
生
ま
れ
て
き
た
ん
で

し
ょ
う
か
？

【

莇

】
そ
の
こ
ろ
は
、
金
沢

に
は
大
病
院
と
言
わ
れ
る
病

院
っ
て
、
金
沢
大
学
の
病
院
、

国
立
金
沢
病
院
を
含
め

て
、
五
、六
カ
所
し
か
な
か
っ

た
。
復
員
し
て
い
な
い
開
業
医

も
多
か
っ
た
か
ら
、
医
療
機
関

は
絶
対
的
に
少
な
い
っ
て
有
様

だ
っ
た
。
特
に
当
時
は
失
業
者

や
在
日
朝
鮮
人
、
生
活
困
窮
者

な
ど
は
医
療
保
険
が
な
い
の

座談会出席者 
 

● 莇　　昭三 氏 
 （城北病院名誉院長） 

● 会　長　西田　直巳 

● 副会長　喜多　　徹 

● 副会長　大平　政樹 
 （司会・原稿まとめ） 

で
、
行
く
病
院
が
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
低
額
、
あ
る
い
は
無

料
で
患
者
を
診
る
と
こ
ろ
が
欲

し
い
と
思
っ
て
運
動
が
起
き

て
、『
北
国
新
聞
』
の
嵯
峨
さ

ん
も
援
助
し
て
く
れ
て
「
し
ろ

が
ね
診
療
所
」
が
作
ら
れ
た
わ

け
で
す
。

【
司
会
】
当
時
の
し
ろ
が
ね
診

療
所
の
実
態
っ
て
、
ど
う
い
う

も
の
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

【

莇

】
一
九
五
一
年
十
二
月

の
し
ろ
が
ね
診
療
所
の
患
者
数

は
、
延
べ
九
百
二
人
。
う
ち
、

生
活
保
護
が
二
〇
・
一
％
、
何

か
健
康
保
険
に
入
っ
て
る
方
が

三
〇
・
七
％
、
あ
と
の
五
〇
％

の
人
は
、
無
保
険
で
す
ね
。

【
喜
多
】
国
民
健
康
保
険
の
な

い
時
代
で
す
か
？

【

莇

】
そ
う
。「
国
民
皆
保

険
」
で
な
か
っ
た
時
代
で
す
。

ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
診
療
所
を

求
め
る
非
常
に
強
い
社
会
的
要

請
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

【
司
会
】
今
か
ら
は
想
像
も
で

き
な
い
時
代
で
す
ね
。
社
会
全

体
が
し
ろ
が
ね
診
療
所
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
訳
で
す

か
？

【

莇

】
確
か
に
、
そ
う
い
う

空
気
が
あ
っ
た
。
当
時
の
し
ろ

が
ね
診
療
所
の
場
所
は
、
も
と

も
と
『
北
國
新
聞
』
の
第
二
社

屋
だ
っ
た
。
当
時
の
社
長
、
嵯

峨
さ
ん
が
「
場
所
が
な
い
な

ら
、
ど
う
せ
新
社
屋
を
作
る
か

ら
、
う
ち
を
使
い
な
さ
い
よ
」

と
言
っ
て
、
貸
し
て
く
れ
た
。

【
西
田
】
嵯
峨
さ
ん
が
「
し
ろ

が
ね
診
療
所
」
へ
よ
く
出
入
り

し
て
い
た
、
と
い
う
話
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
し
ろ

が
ね
診
療
所
」
の
話
で
す
が
、

診
療
内
容
と
か
、
も
う
少
し
詳

し
く
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
け

ど
。

【

莇

】
一
日
四
、五
十
人
く
ら

い
の
患
者
さ
ん
か
な
。
午
後
は

往
診
で
ね
。
粟
崎
か
ら
、
宇
ノ

気
ぐ
ら
い
ま
で
行
っ
て
た
。
最

初
は
自
転
車
で
、
後
に
な
っ
て

ス
ク
ー
タ
ー
に
な
っ
た
け
ど
。

【
西
田
】
民
医
連
の
記
念
誌
を

読
ん
で
い
る
と
、
最
初
は
聴
診

器
と
診
察
机
だ
け
で
始
め
た
っ

て
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
検
査

と
か
薬
は
ど
う
し
て
た
ん
で
す

か
？

【

莇

】
検
査
は
検
尿
と
、
白

血
球
を
数
え
、
抹
梢
血
の
ス
ト

（
十
面
に
続
く
）

医療人として世の中を見渡すとき、私たちの多くは、今を医療崩壊の

時代と呼ぶ。果たしてそうだろうか？　わずか 65 年前、戦後の混乱か

ら日本が立ち上がったとき、国民皆保険制度などは、どこにもなかった。

すべては先人たちの血と汗によって勝ち取られてきたものばかりだ。城

北病院名誉院長、莇昭三先生は、石川県の戦後の医療史をまっしぐらに

生き抜いてきた先輩医師のおひとりである。

先生の辿った道を振り返ることで、今を生きる開業医として、何をな

すべきか。何を見失ってはいけないのか。そのヒントを掴みたい。そう

いう思いで、この座談会は開かれた。いや、独演会と言った方がいいか

もしれない。

先生を囲むのは、協会から西田直巳会長、喜多徹副会長、そして司会

は大平が務めた。

莇　昭三 氏（城北病院名誉院長）
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リ
ッ
ヒ
を
引
く
こ
と
く
ら
い
。

尿
沈
査
は
手
回
し
の
遠
心
器
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
薬
は
問
屋

さ
ん
か
ら
手
に
入
っ
た
。
こ
れ

は
今
と
同
じ
か
な
。

【
司
会
】
先
ほ
ど
保
険
の
な
い

患
者
さ
ん
が
五
割
く
ら
い
、
っ

て
お
話
で
し
た
。
そ
の
患
者
さ

ん
の
診
療
費
は
ど
う
さ
れ
て
た

ん
で
し
ょ
う
？

【

莇

】
し
ろ
が
ね
診
療
所
も
、

内
灘
診
療
所
も
社
団
法
人
で

ね
。
だ
か
ら
、
税
金
は
か
か
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
規
約

に
「
低
所
得
者
に
は
低
額
か
無

料
で
診
療
し
な
さ
い
」
と
い
う

の
が
あ
っ
た
。
六
％
く
ら
い
が

無
料
で
、
減
免
が
一
九
％
、
残

り
の
二
三
・
五
％
か
ら
は
実
費

を
い
た
だ
い
た
。

【
喜
多
】
四
分
の
一
く
ら
い
の

方
か
ら
は
、
ま
と
も
に
診
療
費

を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
っ
て
こ

と
で
す
が
、
農
家
の
方
は
野
菜

で
払
う
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た

ん
で
す
か
。

【

莇

】
そ
う
ね
。
そ
う
い
う

方
も
お
い
で
ま
し
た
ね
。
一

応
、
盆
と
暮
れ
に
職
員
み
ん
な

で
手
分
け
し
て
診
療
費
の
請
求

に
回
っ
て
ま
し
た
か
ら
。
そ
う

い
う
物
で
払
わ
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。

梅
干
し
論
争
 

梅
干
し
論
争
 

【
司
会
】
内
灘
診
療
所
の
方
は
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
ん
で
し
ょ

う
？

【

莇

】
そ
の
後
、
わ
れ
わ
れ

の
診
療
所
に
国
が
危
機
感
を
い

だ
き
、
代
議
士
の
働
き
か
け
も

あ
っ
た
り
し
て
、
村
立
の
診
療

所
を
作
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
わ

れ
わ
れ
の
方
が
は
や
っ
て
い
た

か
ら
、
内
灘
診
療
所
の
隣
に
分

院
ま
で
作
っ
た
わ
け
。
さ
す
が

に
患
者
さ
ん
は
減
り
ま
し
た
。

【
司
会
】
そ
こ
ま
で
や
る
ん
で

す
か
？

【

莇

】
い
や
、
も
っ
と
す
ご

か
っ
た
で
す
。
村
立
の
黒
津
船

分
院
の
看
護
婦
は
、
規
則
で
わ

た
し
た
ち
内
灘
診
療
所
へ
来
た

患
者
の
名
前
を
役
所
に
報
告
す

る
義
務
が
あ
っ
た
。
そ
の
報
告

を
も
ら
っ
た
役
所
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
長
に
知
ら
せ
る
ん
で
す

ね
。
そ
う
す
る
と
区
長
が
そ
の

人
を
呼
ん
で
言
う
わ
け
。「
明

日
か
ら
、
行
っ
ち
ゃ
だ
め

よ
」
っ
て
。

【
喜
多
】
す
ご
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
先
生
は

内
灘
を
離
れ
て
、
し
ろ
が
ね
診

療
所
を
発
展
さ
せ
る
形
で
城
北

病
院
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
わ
け

で
す
ね
。

【

莇

】
そ
う
で
す
。
ど
う
し

て
も
ベ
ッ
ド
を
作
り
た
か
っ

た
。
病
床
を
持
っ
た
病
院
を

ね
。

【
西
田
】
城
北
病
院
へ
の
監
査

は
、
結
構
厳
し
か
っ
た
と
い
う

話
で
す
ね
。
生
活
保
護
の
指
定

が
取
り
消
し
に
な
っ
た
と
か
。

【

莇

】
そ
う
で
す
。「
生
保
が

多
す
ぎ
る
。
生
保
患
者
な
ん
か

十
分
治
療
し
な
く
て
い
い
ん

だ
」、
そ
う
い
う
論
法
で
す
よ
。

【
司
会
】
生
保
の
患
者
は
治
療

す
る
な
！　

そ
う
い
う
こ
と
で

す
か
？

【

莇

】
生
保
の
患
者
は
、
梅

干
し
で
十
分
お
か
ず
に
な
る
っ

て
。「
梅
干
し
論
争
」
っ
て
言

う
ん
だ
け
ど
。「
梅
干
し
っ
て

何
だ
」
と
怒
鳴
っ
た
ら
、「
そ

【
西
田
】
協
会
が
設
立
し
た
こ

ろ
の
お
話
で
す
ね
。
莇
先
生
が

協
会
設
立
に
果
た
さ
れ
た
役
割

は
本
当
に
大
き
い
。
そ
の
辺
の

お
話
し
を
少
し
お
聞
き
か
せ
く

だ
さ
い
。

【

莇

】
当
時
は
、
診
療
報
酬

の
レ
セ
プ
ト
が
、
ま
っ
た
く
一

方
的
に
削
ら
れ
る
ん
で
す
。
医

師
会
に
苦
情
を
言
っ
て
も
取
り

上
げ
ら
れ
な
い
。
泣
き
寝
入
り

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
全
国
的

に
京
都
、
神
奈
川
な
ど
で
保
険

医
協
会
が
で
き
て
、
全
国
的
な

交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
九
七
三
年
の
一
月
ご

ろ
、
石
川
勤
労
者
医
療
協
会
の

中
に
保
険
医
新
聞
石
川
支
局
と

い
う
も
の
を
作
っ
た
。
そ
の
支

局
を
通
し
て
、
保
団
連
か
ら
来

る
機
関
紙
を
配
布
す
る
の
が
最

初
の
こ
ろ
の
仕
事
だ
っ
た
ね
。

九
月
ご
ろ
に
三
十
二
人
が
参
加

し
て
、
石
川
県
保
険
医
協
会
の

準
備
会
が
正
式
に
立
ち
上
が
っ

た
ん
で
す
。

【
司
会
】
ど
ん
な
先
生
が
参
加

さ
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
？

【

莇

】
登
谷
栄
作
先
生
、
そ

し
て
早
瀬
光
先
生
。
松
本
吉
典

先
生
も
お
い
で
た
。
高
松
弘
明

先
生
が
参
加
さ
れ
た
の
は
少
し

後
だ
っ
た
ね
。

【
司
会
】
協
会
が
生
ま
れ
た
っ

保
険
医
協
会
の
設
立

保
険
医
協
会
の
設
立

れ
じ
ゃ
、
あ
ん
た
方
、
監
査
を

拒
否
す
る
ん
で
す
ね
」
で
、
終

わ
り
。
生
保
の
指
定
取
り
消
し

と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
。
ま
あ
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
ね
。
結
核
患
者
が
多

か
っ
た
け
ど
、
写
真
は
一
年
に

一
回
で
い
い
と
か
。
ペ
ニ
シ
リ

ン
も
ス
ト
マ
イ
も
そ
ん
な
に
た

く
さ
ん
使
う
な
と
か
。
心
電
図

を
月
に
一
回
も
撮
っ
て
る
、
こ

れ
は
お
か
し
い
。
そ
ん
な
具
合

で
し
た
。

【
喜
多
】
当
時
は
、
そ
う
い
う

理
不
尽
な
監
査
と
か
指
導
が
多

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
レ
セ

プ
ト
審
査
な
ん
か
も
、
同
じ
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
恣
意
的
な
扱
い

が
あ
っ
た
っ
て
聞
き
ま
す
が
。

【

莇

】
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
保
険
医
協
会
が

生
ま
れ
た
っ
て
い
う
こ
と
で

す
。
保
険
医
協
会
の
果
た
し
た

役
割
っ
て
、
大
き
か
っ
た
ね
。

て
い
う
背
景
で
す
が
、
そ
の
こ

ろ
の
医
師
会
は
ど
ん
な
存
在

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

【

莇

】
医
師
会
は
、
も
と
も

と
国
の
号
令
で
作
ら
れ
た
。
明

治
三
十
九
年
の
「
医
師
会
規

則
」
で
作
ら
れ
た
の
で
、
開
業

医
の
統
制
管
理
と
い
う
側
面
が

強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か

ら
、「
医
療
に
従
事
す
る
医
師

は
、
す
べ
て
所
在
地
の
郡
市
医

師
会
の
会
員
と
す
」
っ
て
、

ち
ゃ
ん
と
法
律
の
文
書
に
あ
り

ま
し
た
。

【
西
田
】
確
か
に
発
足
は
、
官

製
医
師
会
で
し
た
。
だ
か
ら
、

医
師
会
会
員
の
声
を
聞
く
に
し

て
も
、
お
の
ず
と
抑
制
が
か

か
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
形

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

【

莇

】
確
か
に
、
レ
セ
プ
ト

審
査
に
不
満
が
あ
っ
て
も
、
医

師
会
は
話
は
聞
く
が
、
意
見
を

ど
う
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
シ

ス
テ
ム
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
、
保
険
の
勉
強
会

を
し
よ
う
。
保
険
診
療
に
つ
い

て
意
見
を
き
ち
ん
と
言
お
う

と
、
開
業
医
の
中
か
ら
そ
う
い

う
声
が
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の

声
が
協
会
発
足
の
原
動
力
と

な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
勉
強
会

で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
は
、
開
業

医
の
た
め
の
医
学
診
療
の
研
究

会
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
機
会
を
提
供
す

る
と
い
う
性
格
も
協
会
は
持
っ

て
い
た
。「
保
険
診
療
」
と

「
医
学
レ
ベ
ル
」
向
上
の
た
め

（
九
面
の
続
き
）

（
十
一
面
に
続
く
）

しろがね診療所（1949 年 8月開設／元北国新聞社第二社屋）

レントゲンを購入するための寄付の呼びかけ文

住民の強い要望と寄付によって
建てられた内灘診療所

喜多　徹 副会長
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の
勉
強
会
、
そ
の
二
つ
の
ニ
ー

ズ
を
う
ま
く
掴
ん
だ
こ
と
が
協

会
発
展
の
礎
と
な
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。

【
喜
多
】
そ
の
当
時
の
医
師
会

の
性
格
は
行
政
の
下
請
け
っ
て

い
う
形
で
す
か
？

【

莇

】
委
託
事
業
は
当
時
か

ら
あ
っ
た
ね
。
予
防
注
射
と
か

学
校
健
診
と
か
。
医
師
会
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
。
そ
ん
な
仕

事
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
医
師
会

は
日
本
の
医
療
制
度
の
中
で
必

要
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
医
師
会
自
身
が
吸
収
で
き

な
い
会
員
の
ニ
ー
ズ
が
、
そ
の

当
時
か
ら
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ね
。

【
司
会
】
当
時
の
社
会
状
況
の

中
で
、
協
会
が
生
ま
れ
て
き
た

意
味
が
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

【
西
田
】
一
方
で
ね
。
協
会
で

活
躍
し
て
い
た
先
生
た
ち
が
、

ど
ん
ど
ん
医
師
会
の
理
事
に
就

任
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
、
ず

い
ぶ
ん
医
師
会
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
ね
。

【

莇

】
医
師
会
も
新
し
い
形

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
き
て
ま
す

ね
。
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
。
そ
の
原
点
に
、
医
師
会
も

目
覚
め
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

健
診
で
高
血
圧
と
診
断
し
た
患

者
な
わ
け
。
半
年
ほ
ど
前
に
私

が
高
血
圧
っ
て
診
断
し
て
い

る
。
診
察
す
る
と
、
脳
出
血
。

当
時
、
結
構
多
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
続
い

て
、
健
診
し
て
い
る
の
が
空
し

く
な
り
ま
し
た
。
血
圧
が
高

い
、
っ
て
分
か
っ
て
何
に
な

る
？　

そ
こ
か
ら
で
す
ね
。
患

者
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
病
気

を
理
解
し
、
協
力
し
て
く
れ
な

い
と
治
療
は
成
り
立
た
な
い
。

そ
う
気
付
い
た
ん
で
す
。

【
西
田
】
そ
れ
が
患
者
会
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。
先

生
が
城
北
病
院
で
立
ち
上
げ
ら

れ
た
。

【

莇

】
患
者
会
を
最
初
に
立

ち
上
げ
た
の
は
、
一
九
五
九
年

か
ら
一
九
六
〇
年
ご
ろ
だ
っ

た
。
血
圧
の
高
い
人
を
土
曜
日

午
後
三
時
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
後
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
喘
息
の
会
を
月
一
回
開
い

て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
糖
尿
病
で

食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
非
常

に
大
切
だ
と
い
う
考
え
が
ア
メ

リ
カ
か
ら
日
本
に
も
定
着
し
て

き
た
こ
ろ
で
、
よ
く
食
事
会
を

し
て
、
カ
ロ
リ
ー
を
確
認
し

合
っ
て
た
。

【
西
田
】
患
者
さ
ん
は
カ
ロ

リ
ー
な
ん
て
、
分
か
り
ま
し
た

患
者
会
の
立
ち
上
げ
 

患
者
会
の
立
ち
上
げ
 

【
喜
多
】
先
生
の
お
話
を
伺
っ

て
い
る
と
、
患
者
さ
ん
と
病
気

に
対
し
て
向
き
合
う
姿
勢
が
違

う
ん
だ
な
っ
て
、
す
ご
く
感
じ

ま
し
た
。
例
え
ば
、
高
血
圧
の

患
者
さ
ん
の
生
活
環
境
ま
で
調

べ
て
お
い
で
る
。
こ
う
い
う
疫

学
的
調
査
は
、
開
業
医
で
は
な

か
な
か
で
き
な
い
。
城
北
病
院

で
は
、
今
、
患
者
教
育
か
ら
発

展
し
た
患
者
会
が
活
発
に
動
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
礎
は
そ

の
当
時
か
ら
あ
る
ん
で
す
ね
。

【

莇

】
そ
の
当
時
ね
。
国
が

作
っ
た
「
ニ
コ
ヨ
ン
」
っ
て
い

う
失
業
対
策
事
業
が
あ
っ
た
。

ニ
コ
ヨ
ン
と
は
、
一
日
二
百
四

十
円
の
手
当
っ
て
い
う
意
味
で

す
。
公
園
や
小
さ
な
川
の
改

修
、
道
路
の
補
修
と
い
っ
た
小

さ
な
事
業
を
失
業
対
策
事
業
と

し
て
、
国
が
た
く
さ
ん
作
っ
た

わ
け
で
す
。
開
業
医
の
先
生
方

は
、
と
て
も
ニ
コ
ヨ
ン
労
働
者

ま
で
手
が
回
ら
な
い
。
そ
れ
で

彼
ら
は
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に

「
健
診
を
し
て
く
れ
」
っ
て

や
っ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
健

診
で
高
血
圧
と
診
断
す
る
と
、

薬
を
何
回
か
取
り
に
来
て
、
す

ぐ
に
中
断
し
ち
ゃ
う
。
と
こ
ろ

が
、
ど
こ
そ
こ
の
現
場
で
誰
か

が
倒
れ
た
っ
て
い
う
こ
と
で
病

院
へ
連
絡
が
入
っ
て
ス
ク
ー

タ
ー
で
飛
ん
で
い
く
と
、
そ
の

か
？

【

莇

】
そ
こ
だ
よ
ね
。
い
く

ら
食
品
交
換
表
を
見
せ
て
も
、

患
者
自
身
が
理
解
し
て
く
れ
な

い
と
。
だ
か
ら
食
事
会
を
開
い

て
、
自
分
の
感
覚
で
理
解
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
患
者

と
医
者
の
共
同
作
業
っ
て
、
私

が
言
い
始
め
た
の
は
そ
こ
が

ル
ー
ツ
で
す
。

【
司
会
】
そ
う
い
う
発
想
は
、

医
師
の
中
か
ら
自
然
発
生
的
に

出
て
き
た
も
の
で
す
か
？　

無

論
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
ょ
う

し
。

【

莇

】
真
剣
に
医
療
を
や
っ

て
い
た
。
高
血
圧
の
治
療
を

や
っ
て
て
、
自
分
の
患
者
が
脳

出
血
で
死
ぬ
。
厳
し
か
っ
た

ね
。
自
分
は
、
何
を
や
っ
て
る

ん
だ
ろ
う
っ
て
。
で
も
、
そ
れ

が
次
に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
た
。

【
司
会
】
患
者
さ
ん
の
意
識
は
、

す
ぐ
に
変
わ
り
ま
し
た
か
？

【

莇

】
そ
れ
は
、
少
し
ず
つ

で
し
た
。
今
は
医
療
情
報
が
氾

濫
し
て
い
る
っ
て
感
じ
だ
け

ど
、
当
時
は
ま
っ
た
く
そ
ん
な

も
の
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

な
お
の
こ
と
自
分
た
ち
が
ど
う

考
え
て
、
ど
う
患
者
さ
ん
に
向

き
合
う
か
が
問
わ
れ
て
た
と
思

い
ま
す
。

【
西
田
】
患
者
会
を
立
ち
上
げ

た
と
き
に
、
患
者
の
囲
い
込

み
、
と
い
う
批
判
は
出
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

【

莇

】
当
時
私
は
、
金
沢
市

医
師
会
の
理
事
で
し
た
が
、
そ

ん
な
兆
候
が
で
ま
し
た
。
し
か

し
、
囲
い
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

ね
。
治
療
に
成
果
が
出
て
、
そ

れ
が
具
体
的
に
伝
わ
ら
な
い
と

患
者
は
集
ま
っ
て
は
来
な
い
か

ら
。
そ
れ
は
開
業
医
の
先
生
も

同
じ
で
し
ょ
う
。

【
喜
多
】
そ
う
で
す
ね
。
城
北

病
院
は
、
患
者
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
小

さ
な
診
療
所
か
ら
始
ま
っ
て
、

大
き
な
病
院
へ
と
育
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
理
由
が
分
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

【

莇

】
僕
は
地
域
の
病
院
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
る

と
思
っ
て
る
。
大
学
病
院
は
研

修
医
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
県
立

病
院
は
、
ほ
か
の
医
療
機
関
が

カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
県
と

相
談
し
な
が
ら
担
っ
て
い
く
、

と
い
う
ふ
う
に
。
言
っ
て
み
れ

ば
、
病
院
は
設
立
主
体
の
如
何

に
よ
っ
て
ど
こ
か
規
定
さ
れ
て

る
っ
て
部
分
が
あ
る
わ
け
。
僕

た
ち
の
病
院
は
、
患
者
立
病

院
。
だ
か
ら
、
患
者
が
主
体
、

患
者
の
意
識
が
主
体
的
に
僕
た

ち
の
行
動
を
規
定
し
て
い
る
。

医
学
と
医
療
 

医
学
と
医
療
 

【
司
会
】
患
者
主
体
と
い
う
こ

と
は
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
で

は
、
城
北
病
院
の
考
え
る
治
療

方
針
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん

な
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

【

莇

】
僕
が
い
つ
も
言
っ
て

る
の
は
、「
医
学
と
医
療
は
違

う
」
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
。
医

学
を
作
っ
て
い
く
の
は
わ
れ
わ

れ
専
門
家
だ
け
ど
、
医
療
を

作
っ
て
い
く
の
は
患
者
な
ん

だ
。
そ
れ
が
僕
の
理
念
な
ん
で

す
。
一
番
い
い
例
は
、
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
だ
っ
た
。
昔
は
、

ソ
ー
ク
・
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
の

を
使
っ
て
い
た
。
あ
れ
は
痛
い

ん
だ
よ
ね
。
お
ま
け
に
二
回
打

た
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
生
ワ

ク
チ
ン
は
一
回
で
済
む
。
患
者

さ
ん
に
説
明
し
て
も
、
結
局

「
生
ワ
ク
チ
ン
が
い
い
」
と
い

う
声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
母
親

の
声
が
ワ
ク
チ
ン
行
政
を
変
え

た
。

【
喜
多
】
そ
れ
、
ソ
連
の
ワ
ク

チ
ン
を
輸
入
し
た
と
い
う
お
話

で
す
ね
。
共
和
国
ソ
連
か
ら
、

ワ
ク
チ
ン
の
輸
入
を
決
断
し
た

厚
生
大
臣
も
偉
か
っ
た
。
で
も

そ
こ
ま
で
い
く
に
は
、
か
な
り

の
運
動
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
ね
。

【

莇

】
実
は
ね
、
日
本
で
最

初
に
生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
だ
の

は
、
う
ち
の
息
子
だ
っ
た
。
生

ワ
ク
っ
て
生
物
製
剤
だ
か
ら
、

検
疫
が
必
要
な
の
ね
。
本
来
は

そ
の
手
続
き
が
煩
雑
な
ん
だ
け

ど
、
幸
い
ソ
連
大
使
館
の
冷
蔵

庫
に
三
千
人
分
の
ス
ト
ッ
ク
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
を
使
わ

せ
て
も
ら
う
た
め
に
工
夫
し

た
。
投
与
は
城
北
病
院
、
中
和

抗
体
の
測
定
は
大
学
小
児
科
、

排
便
の
ウ
イ
ル
ス
の
排
出
状
況

（
先
祖
返
り
の
有
無
）
検
査
は

細
菌
学
教
室
と
い
う
具
合
。
三

者
で
チ
ー
ム
を
組
み
研
究
す
る

と
い
う
計
画
が
文
部
省
か
ら
Ｏ

Ｋ
が
出
た
と
き
は
、
う
れ
し

か
っ
た
ね
。

【
喜
多
】
そ
れ
で
華
岡
青
洲
み

た
い
に
息
子
さ
ん
に
ワ
ク
チ
ン

を
試
し
た
？

【

莇

】
そ
の
こ
ろ
の
ソ
連
の

論
文
は
、
か
な
り
い
い
加
減

だ
っ
た
。
地
域
の
患
者
の
子
ど

も
た
ち
に
使
用
す
る
に
は
、
や

は
り
心
配
で
、
実
際
に
治
験
を

す
る
前
に
、
自
分
の
息
子
で
試

し
て
み
た
わ
け
ね
。
翌
朝

ち
ょ
っ
と
熱
が
出
た
け
ど
、
そ

れ
っ
き
り
だ
っ
た
。
そ
こ
で
初

め
て
「
い
け
る
」
っ
て
思
っ

た
。
お
母
さ
ん
方
に
説
明
し
た

ら
、
み
な
安
心
し
て
協
力
し
て

く
れ
た
。

【
司
会
】
医
療
が
変
わ
る
節
目

に
は
、
隠
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

【

莇

】
老
人
医
療
費
の
無
料

化
に
し
て
も
そ
う
だ
け
ど
、
そ

れ
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
医
療
が

が
ら
っ
と
変
わ
る
。
だ
か
ら
医

療
と
い
う
の
は
、
実
は
そ
の
地

域
の
文
化
な
ん
だ
よ
。
地
域
の

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
る
文
化
な
ん
だ
っ
て
、

そ
う
思
う
。
今
、
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
あ
れ
も
米
国
国
民
が
選

択
す
る
文
化
だ
よ
。
こ
れ
ま
で

歴
代
大
統
領
が
何
度
と
な
く
挑

（
十
面
の
続
き
）

（
十
二
面
に
続
く
）

城北診療所でのポリオ生ワクチン投与後の健診風景（1961 年）

大平　政樹 副会長

西田　直巳 会長
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戦
し
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
た

わ
け
だ
け
ど
。
で
す
か
ら
医
師

会
に
し
て
も
保
険
医
協
会
に
し

て
も
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
も
、

住
民
の
た
め
の
文
化
を
こ
の
地

域
に
ど
う
創
り
あ
げ
て
い
く

か
、
そ
れ
が
最
大
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

薬
害
問
題
 

薬
害
問
題
 

【
司
会
】
先
生
の
生
き
方
と
い

う
か
、
哲
学
が
私
た
ち
に
も
理

解
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
と
こ
ろ
で
先
生
は
、
医
療

人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
問

題
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
薬
害
問
題
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
ス
モ
ン
病

と
の
関
わ
り
を
少
し
お
話
し
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

【

莇

】
一
九
七
二
年
ご
ろ
の

話
だ
っ
た
か
な
。
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
ず
っ
と
診
て
た
患
者
な

ん
だ
け
ど
、
虫
垂
炎
に
な
っ
て

大
学
で
手
術
を
し
た
。
術
後
、

悪
い
こ
と
に
イ
レ
ウ
ス
を
起
こ

し
た
ん
だ
ね
。
そ
れ
で
入
院
が

長
く
な
っ
て
る
内
に
、
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
、
足
が
痺
れ
て

き
て
。
一
年
く
ら
い
大
学
病
院

に
い
た
け
ど
ど
う
に
も
な
ら
な

く
て
、
家
へ
帰
っ
て
き
た
わ

け
。
そ
れ
で
私
に
診
て
く
れ
、

と
な
っ
た
。
往
診
し
て
み
る

と
、
驚
い
た
ね
。
ア
キ
レ
ス
腱

反
射
は
亢
進
し
て
る
が
、
膝
蓋

腱
反
射
は
低
下
し
て
る
。
理
解

で
き
な
く
て
、
医
局
で
い
ろ
い

ろ
議
論
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
内
科
学
雑
誌
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
が
ス
モ
ン
病
だ
っ

た
。「
ス
モ
ン
」
イ
コ
ー
ル

「
ウ
イ
ル
ス
説
」
っ
て
い
う
や

つ
。
ま
だ
キ
ノ
ホ
ル
ム
が
原

因
っ
て
い
う
話
は
な
く
、
伝
染

病
。
こ
り
ゃ
ま
ず
い
っ
て
感
じ

が
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
慌
て
て

調
べ
て
み
る
と
、
城
北
病
院
で

も
よ
く
似
た
患
者
が
六
例
も
出

て
き
た
。
そ
し
て
、
内
科
地
方

会
で
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
年
に
新
潟
大
学
の
椿
教
授
が

ス
モ
ン
は
キ
ノ
ホ
ル
ム
が
原
因

だ
と
発
表
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
ね
。
六
例
の
内
の
一
例

は
私
の
患
者
で
、
間
違
い
な
く

キ
ノ
ホ
ル
ム
を
投
与
し
て
た
か

ら
。

【
西
田
】
先
生
だ
け
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
あ
の
こ
ろ
は
、
キ

ノ
ホ
ル
ム
は
、
ホ
ン
ト
た
く
さ

ん
使
わ
れ
て
た
。

【

莇

】
確
か
に
、
大
腸
カ
タ

ル
に
は
よ
く
効
い
た
。
後
で
ス

モ
ン
裁
判
が
起
こ
っ
て
、
北
陸

三
県
の
ス
モ
ン
病
患
者

百
三
十
八
例
を
徹
底
的
に
調
べ

て
み
た
ら
、
も
う
み
ん
な
キ
ノ

ホ
ル
ム
使
っ
て
る
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
使
用
量
を
見
る

と
、
ま
る
で
ば
ら
ば
ら
だ
っ

た
。
教
科
書
に
よ
っ
て
記
述
も

全
然
違
っ
て
た
ん
だ
か
ら
、
無

理
も
な
い
ん
だ
け
ど
ね
。
正
直

に
言
う
と
、
私
自
身
ス
モ
ン
病

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
自
分
の

罪
滅
ぼ
し
っ
て
い
う
側
面
も
強

か
っ
た
。

【
司
会
】
患
者
さ
ん
の
側
は
医

者
の
責
任
を
ど
う
考
え
て
た
ん

で
し
ょ
う
？

【

莇

】
裁
判
を
起
こ
し
た
時
、

患
者
は
最
初
か
ら
医
者
の
責
任

を
問
わ
な
い
と
決
め
て
い
た
。

医
者
も
被
害
者
だ
と
、
彼
ら
も

認
め
て
い
て
く
れ
た
ん
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
患
者
を

も
っ
と
信
頼
す
べ
き
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
医
者
は
、

や
は
り
患
者
を
信
頼
し
き
れ
な

か
っ
た
。

【
司
会
】
投
薬
証
明
書
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

【

莇

】
ス
モ
ン
病
患
者
の
主

治
医
た
ち
に
尋
ね
て
み
た
ん
で

す
。「
キ
ノ
ホ
ル
ム
を
投
与
し

た
か
？
」
と
。
三
十
八
人
の
医

者
の
内
、
二
十
一
人
五
五
％
の

医
者
は
、「
確
か
に
あ
な
た
に

投
与
し
た
」
と
答
え
て
る
。
と

こ
ろ
が
、
十
四
人
、
三
七
％
は

投
与
し
て
な
い
。
残
る
三
人

は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
言
う

ん
で
す
。
患
者
の
側
は
、
初
め

か
ら
医
者
に
配
慮
し
て
た
。
医

者
を
絶
対
に
裁
判
の
対
象
に
し

な
い
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ

で
も
投
薬
証
明
書
を
書
い
て
く

れ
な
か
っ
た
医
師
が
い
た
。
私

は
、
同
業
者
と
し
て
残
念
で
し

た
。

【
喜
多
】
ス
モ
ン
は
、
薬
害
の

原
点
と
も
言
え
ま
す
ね
。
そ
の

後
の
エ
イ
ズ
問
題
も
、
同
じ
土

壌
で
起
こ
っ
て
る
。
も
う
少
し

き
ち
ん
と
し
た
反
省
に
立
っ

て
、
薬
害
を
防
止
す
る
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
い
れ
ば
、
薬
害
エ

イ
ズ
も
防
げ
た
可
能
性
が
あ

る
。

【

莇

】
そ
の
通
り
で
す
。
医

師
の
責
任
論
と
同
時
に
、
も
う

一
つ
重
大
な
の
は
、
日
本
に
お

け
る
薬
剤
副
作
用
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
問
題
。
こ
れ
が
と
て
も

貧
弱
な
ん
で
す
。
一
九
六
三
年

に
医
薬
品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
厚

生
省
に
報
告
が
上
が
っ
て
き
た

の
は
、
わ
ず
か
三
百
六
十
件
。

同
じ
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
千
三
百
八
十
八
件
の
報
告

が
上
が
っ
て
る
。
一
概
に
比
較

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
と
て
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
が
有
効
に
稼
働
し
て
い

た
と
は
思
え
な
い
。
キ
ノ
ホ
ル

ム
は
、
元
々
ス
イ
ス
の
チ
バ
ガ

イ
ギ
ー
社
が
製
造
し
た
も
の
な

ん
だ
け
ど
、
チ
バ
ガ
イ
ギ
ー
は

実
は
社
内
報
で
結
構
早
く
か

ら
、
ス
モ
ン
の
神
経
障
害
を
把

握
し
て
た
。
そ
の
当
時
の
報
告

の
四
十
〜
五
十
件
は
、
ほ
と
ん

ど
欧
米
の
症
例
ば
か
り
で
、
日

本
か
ら
は
一
件
も
来
て
な
い
。

【
司
会
】
ス
モ
ン
病
っ
て
、
僕

は
学
生
時
代
に
知
り
ま
し
た
。

五
年
生
の
時
に
医
学
生
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
っ
て
い
う
の
が
う
ち
の

大
学
で
開
か
れ
て
、
僕
ら
は
ス

モ
ン
病
を
取
り
上
げ
た
ん
で

す
。
京
都
大
学
の
井
上
助
教
授

の
ウ
イ
ル
ス
原
因
説
で
多
く
の

患
者
さ
ん
が
自
殺
し
た
こ
と
。

外
国
で
劇
薬
指
定
さ
れ
て
い
た

も
の
が
い
つ
の
間
に
か
日
本
へ

入
っ
て
き
て
、
適
応
症
も
使
用

量
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
。
驚
き
と
失
望
、
そ
し
て
怒

り
で
し
た
ね
。

【

莇

】
一
番
が
っ
か
り
し
た

の
は
、
日
本
医
師
会
の
対
応

だ
っ
た
。
医
師
会
が
ス
モ
ン
病

を
討
議
し
た
の
は
、
か
な
り
遅

れ
て
、
結
局
結
論
を
出
し
た
の

は
一
九
七
七
年
の
一
月
だ
っ

た
。「
効
能
書
き
通
り
に
医
者

が
薬
を
使
用
し
た
の
な
ら
、
医

者
に
責
任
は
な
い
」
っ
て
ね
。

そ
れ
だ
け
。
寂
し
い
ね
。

七
三
一
部
隊
 

七
三
一
部
隊
 

【
司
会
】
寂
し
い
と
い
う
お
気

持
ち
、
分
か
り
ま
す
。
最
後
に

先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ

る
七
三
一
部
隊
の
犯
罪
に
つ
い

て
、
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
七
三
一
な

ん
で
す
か
？

【

莇

】
僕
が
七
三
一
部
隊
の

問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
医

師
会
で
誰
も
ほ
か
に
や
っ
て
な

か
っ
た
か
ら
。
当
事
者
で
あ
る

医
師
の
誰
か
が
や
ら
な
い
と

ね
。

【
喜
多
】
私
が
七
三
一
部
隊
の

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、

森
村
誠
一
の
『
悪
魔
の
飽
食
』

で
し
た
。
医
療
サ
イ
ド
か
ら
の

情
報
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

【

莇

】
今
ま
で
七
三
一
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
、
歴
史
家

だ
と
か
法
律
家
だ
と
か
ね
。
医

者
自
身
が
深
く
関
わ
っ
た
問
題

な
の
に
、
医
者
は
全
然
だ
ね
。

ど
う
し
て
や
ら
な
い
の
か
っ
て

思
っ
た
わ
け
。

【
司
会
】
先
生
は
い
つ
ご
ろ
か

ら
、
こ
の
問
題
を
認
識
し
て
お

い
で
た
？

【

莇

】
私
の
学
生
時
代
、
学

生
の
間
で
、
人
間
の
血
管
に
ど

の
く
ら
い
空
気
を
入
れ
た
ら
死

ぬ
か
」
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た

ん
だ
。
あ
る
学
生
が
「
百
や

二
百
cc
入
れ
て
も
死
な
な
い
。

も
う
実
験
済
み
だ
、
と
石
川
先

生
が
言
っ
て
た
」
と
ね
。
そ
の

と
き
に
初
め
て
七
三
一
部
隊
の

こ
と
を
知
っ
た
。
石
川
太
刀
雄

丸
先
生
が
七
三
一
部
隊
に
い
た

と
い
う
こ
と
も
ね
。

【
司
会
】
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た

ん
で
す
？

【

莇

】
正
義
感
に
燃
え
て
た

こ
ろ
だ
か
ら
ね
。
と
こ
と
ん
調

べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
矢
先
に
解
剖
学
の
本

陣
助
教
授
に
呼
ば
れ
、「
止
め

ろ
」、
と
言
わ
れ
た
。
本
陣
さ

ん
は
私
の
先
輩
で
か
わ
い
が
っ

て
も
ら
っ
て
た
か
ら
、
さ
す
が

に
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

【
司
会
】
本
格
的
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の

こ
ろ
か
ら
で
し
ょ
う
？

【
莇

】
全
日
本
民
医
連
の
会

長
を
辞
め
た
ら
、「
戦
争
と
医

療
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
や
っ
て

み
た
い
と
前
々
か
ら
思
っ
て
た
。

そ
の
流
れ
の
中
で
、
七
三
一
部

隊
問
題
が
再
び
僕
の
前
に
現
れ

て
き
た
ん
だ
ね
。
結
局
の
と
こ

ろ
は
、
あ
の
時
代
、
た
と
え
僕

だ
っ
て
同
じ
立
場
に
お
か
れ
た

ら
、
同
じ
罪
を
犯
し
た
か
も
し

れ
な
い
。
誰
も
が
犯
し
得
た
罪

な
ん
だ
。
そ
こ
が
出
発
点
だ
っ

た
。

【
司
会
】
医
者
の
犯
し
た
罪
を

ど
う
考
え
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ

う
？

【

莇

】
七
三
一
部
隊
に
参
加

さ
せ
ら
れ
た
医
師
・
医
学
者

は
、
み
ん
な
苦
し
ん
で
る
ん
で

す
。
石
川
太
刀
雄
丸
氏
に
し
て

も
、「
こ
こ
は
私
の
い
る
と
こ

ろ
じ
ゃ
な
い
」
と
満
州
で
言
っ

て
る
。
結
局
、
彼
は
父
親
の
京

都
大
学
教
授
の
力
で
、
糖
尿
病

に
な
っ
て
体
を
壊
し
た
か
ら
と

い
う
理
由
で
内
地
へ
引
き
上
げ

て
き
た
（
歩
兵
・
辛
培
林
編

『
細
菌
戦
』、
一
〇
九
頁
、
黒
龍

江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二

年
）。
問
題
は
、
犯
し
た
罪

（
人
体
実
験
）
を
正
確
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
隠
さ
ず

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
科
学

者
の
使
命
だ
と
思
う
。
井
上
ひ

さ
し
は
こ
う
言
っ
て
る
。「
起

こ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
。
忘
れ
た
ふ
り
を
す
る
の

は
な
お
い
け
な
い
」
と
。
医
者

と
し
て
、
最
低
限
、
何
が
起

こ
っ
た
か
を
後
生
に
伝
え
る
の

は
、
僕
た
ち
の
義
務
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

【
司
会
】
事
実
を
事
実
と
し
て
、

す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【

莇

】
ど
う
評
価
す
る
か
は
、

後
世
の
人
が
す
れ
ば
い
い
。
過

去
の
人
間
を
罰
す
る
こ
と
な
ん

て
、
わ
た
し
た
ち
に
は
で
き
な

い
ん
だ
よ
。
僕
が
で
き
る
こ
と

は
事
実
を
残
す
こ
と
。
そ
れ
が

歴
史
へ
の
貢
献
じ
ゃ
な
い
か

な
。

【
喜
多
】
本
当
に
今
日
は
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
生
の
生
き
様
に

は
、
あ
ら
た
め
て
敬
服
し
ま

す
。
若
い
先
生
方
に
一
言
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
お
聞
き
し
た
い
の
で

す
が
。

【

莇

】
汝
の
立
つ
と
こ
ろ
を

深
く
掘
れ
、
で
し
ょ
う
か
ね
。

【
西
田
】
莇
先
生
は
、
戦
後
日

本
の
医
療
運
動
の
実
践
者
、
そ

う
い
う
感
を
深
く
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
先
生
の

原
点
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
人
権

に
た
ど
り
着
か
れ
た
の
か
な
、

と
感
じ
ま
す
。
最
後
に
、
私
た

ち
に
も
多
く
の
宿
題
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
患
者
と
共
に
歩
む

医
療
を
さ
ら
に
押
し
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
、
協
会
の
変
わ

ら
ざ
る
目
標
と
い
た
し
ま
す
。

（
十
一
面
の
続
き
）

失業対策事業の「日雇労働者」の現場検診（1958 年ごろ）

【731部隊（ななさんいちぶたい）とは】
第２次世界大戦中、満州に置かれた
日本陸軍の生物化学兵器部隊。捕虜に
対して数多くの生体実験を行ったとさ
れる。東京大学、京都大学といった日
本有数の医学部が協力したが、アメリ
カにより、免罪された。



石 川 保 険 医 新 聞（13）2011年1月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第465号

MEDICA 
CONSULTING

－ 医療・福祉・介護コンサルティング － 

株式会社 メディカ・コンサルティング 
〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地 
TEL（076）252－0162（代）　FAX（076）251－5423

金　沢　本　部　〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地 

能登事務所　〒926－0841　石川県七尾市松百町ハ部48番地 

石川県保険医協会本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社よりご協賛いただきました。ありがとうございました。 

本　社／〒９２０‐８５３９  金沢市問屋町２‐４６ 
TEL ０７６‐２３７‐５５５５ ㈹  FAX ０７６‐２３７‐６５８４ 
支店／富山 ・ 福井　 
営業所／七尾 ・ 高岡 ・ 敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号 
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897 

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社 

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。 
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。 

金沢支社 
〒920-0853 石川県金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢7F  1 076-263-3256

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72 
TEL（076）239‐1223 FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 

ESSO

こころのこもったサービスを提供します 

金沢支社 
〒920-0919　石川県金沢市南町4-47 
TEL 076-221-1410

安全、丁寧、迅速に処理する事を 
モットーにしています 

石川県医療廃棄物事業協同組合 
石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

明日の医療をご提案する 医療、福祉の総合商社 

セントラルメディカル株式会社 

本社　金沢市西念3丁目1番5号　〒920‐0024 
TEL 076‐262‐1111㈹  FAX 076‐223‐7255 
営　業　所　 大  阪　  富  山　  福  井 
ホームページ  http://www.centralmedical.co.jp

株式 
会社 メディコムソリューション 

金沢営業所　TEL 076-234-1411 FAX 076-233-7633
〒920-0022 金沢市北安江1-3-24　金沢フロントビル7F 
福井営業所　TEL 0776-29-7311 FAX 0776-28-5526
〒910-0023　福井市順化1-24-43　ストークビル6F

電子カルテ・電子薬歴のことなら実績No.1の 
メディコムソリューションへ 

http://www.medicom-solution.co.jp/
MEDICOM SOLUTION

明日の医療をみつめる。 

株式会社　半　田 
□本　社 
　〒920‐0025 金沢市駅西本町2丁目11番29号 
　1（076）222‐5111㈹　FAX（076）264‐2334 
□七尾営業所 
　〒926‐0816 七尾市藤橋町巳部49番1 
　1（0767）53‐8355㈹　FAX（0767）53‐8330

□富山営業所 
　〒939‐8222 富山市蜷川342番1 
　1（076）493‐8110㈹　FAX（076）494‐2020 
□福井営業所 
　〒910‐0833 福井市新保3丁目2202番地 
　1（0776）57‐7181㈹　FAX（0776）57‐7182

医療機器販売 

金沢市諸江町下丁372番地 

福井医療株式会社 
金沢支店 

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025

本　社／福井市問屋町4丁目901
 金沢市松島1丁目40番地 

TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー 

謹賀新年謹賀新年謹賀新年
2011年 

本年もどうぞよろしくお願い致します 本年もどうぞよろしくお願い致します 
協賛会社一同 

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階 
TEL（076）222‐5373 
FAX（076）231‐5156 

 

保険医協会の共済制度を取り扱っています。 

代表取締役　西　田　直　巳 
㈲ヒポクラテス 

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921‐8154  金沢市高尾南3丁目93番地 
TEL：076‐296‐5055（代表） 
FAX：076‐296‐5023

代表取締役  古　村　哲　治 

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年 

医療機器販売・開業コンサルタント 

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地  TEL（076）221-3141㈹  FAX（076）262-5142 
http://www.k4.dion.ne.jp/̃komura
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

６１

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

介
護
者
諸
相
（
１
）

３９

今
の
介
護
保
険
制
度
は
、
一

九
九
七
年
ご
ろ
の
議
論
で
は
介

護
の
社
会
化
と
い
っ
た
理
念
が

語
ら
れ
ま
し
た
が
、
紆
余
曲
折

の
後
、
家
族
介
護
を
前
提
に
し

た
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
同
居
の
家
族
が
い
る
と
、

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
生
活
支
援
が

制
限
さ
れ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
、
端
的
に
表
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
そ
の
家
族
介

護
の
担
い
手
の
介
護
者
の
お
話

で
す
。

岩
下
み
の
り
さ
ん
（
仮
名
）

は
、
七
十
五
歳
で
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
当
院
か
ら
十
六
年
間

に
わ
た
り
訪
問
診
察
に
お
伺
い

し
ま
し
た
が
、
当
院
で
最
も
長

く
訪
問
し
た
方
で
す
。
岩
下
さ

ん
は
、
三
十
五
歳
よ
り
高
血
圧

が
あ
り
、
五
十
二
歳
で
脳
梗
塞

を
発
症
し
、
左
片
麻
痺
を
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
発
が
あ

り
、
通
院
困
難
と
い

う
こ
と
で
、
訪
問
診

察
が
開
始
に
な
り
ま

し
た
。

岩
下
さ
ん
は
、
妻

と
の
二
人
暮
ら
し
で

す
。
子
ど
も
さ
ん
は

お
ら
ず
、
い
つ
も
犬

と
一
緒
に
暮
ら
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
妻

は
岩
下
さ
ん
よ
り
五

歳
上
の
姉
さ
ん
女
房

で
す
。
妻
が
飲
み
屋

を
し
て
い
た
と
き

に
、
常
連
だ
っ
た
の
が
岩
下
さ

ん
で
、
縁
あ
っ
て
結
ば
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
訪
問

す
る
と
、
妻
は
丁
寧
に
応
対
さ

れ
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し

て
い
る
と
、
岩
下
さ
ん
に
対
し

て
ぐ
さ
っ
と
く
る
言
葉
を
投
げ

つ
け
ま
す
。「
こ
ん
な
障
害
の

あ
る
男
と
結
婚
し
な
け
れ
ば
よ

か
っ
た
」
な
ど
と
、
私
た
ち
は

ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
い
か
、

ど
ぎ
ま
ぎ
し
ま
す
。
し
か
し
、

飼
い
犬
の
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」

は
、「
夫
婦
喧
嘩
は
犬
も
食
わ

ぬ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
ど
お

り
、
そ
知
ら
ぬ
顔
で
す
。
あ
る

と
き
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」
の
先
代

が
、
車
に
は
ね
ら
れ
て
死
に
ま

し
た
。
そ
の
後
、
訪
問
し
た
と

き
に
「
あ
ん
た
が
死
ね
ば
良

か
っ
た
の
に
」
と
妻
が
言
っ
た

と
き
は
、
本
当
に
凍
り
付
く
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
岩
下

さ
ん
は
、
少
し
哀
し
い
よ
う
な

苦
笑
い
を
浮
か
べ
、
黙
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

岩
下
さ
ん
に
は
訪
問
看
護
も

入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
報

告
書
に
も
「
岩
下
さ
ん
に
言
葉

荒
く
攻
撃
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
し

た
。
比
較
的
若
く
し
て
障
害
を

持
っ
た
夫
を
抱
え
、
収
入
に
不

安
が
あ
り
、
頼
る
べ
き
子
ど
も

が
お
ら
ず
、
夫
が
徐
々
に
Ａ
Ｄ

Ｌ
低
下
し
て
い
く
中
で
介
護
量

が
増
え
て
い
く
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
重
な
っ
て
の
葛
藤

の
な
せ
る
わ
ざ
と
私
た
ち
は
理

解
し
よ
う
と
し
ま
す
。
何
年
も

何
年
も
、
毎
日
二
十
四
時
間
一

緒
に
い
る
中
で
、
二
人
の
中
に

形
成
さ
れ
る
人
間
関
係
は
、
周

り
の
も
の
に
は
理
解
で
き
な
く

て
当
た
り
前
だ
と
も
思
い
ま

す
。
言
葉
に
よ
る
暴
力
だ
と
言

わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
で
す
が
、

私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
な
が
ら
の
訪
問
で
す
。

訪
問
診
察
の
空
気
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
の
は
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん

で
す
。
私
に
も
ず
い
ぶ
ん
な
つ

き
、
往
診
車
で
到
着
す
る
と
、

そ
の
音
で
興
奮
し
、
ぐ
る
ぐ
る

家
の
中
を
走
り
回
り
、
玄
関
を

開
け
る
と
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
飛

び
つ
い
て
き
ま
す
。
そ
の
様
子

を
見
て
い
る
妻
も
岩
下
さ
ん

も
、
に
こ
に
こ
で
す
。
ワ
ン

ち
ゃ
ん
に
感
謝
感
謝
で
す
。
ご

褒
美
に
ジ
ャ
ー
キ
ー
を
あ
げ
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
、

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

独
居
に
な
っ
た
妻
は
、
認
知

症
が
徐
々
に
現
れ
、
何
ら
か
の

医
療
の
介
入
が
必
要
と
判
断
さ

れ
、
訪
問
診
察
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
妻
は
転
倒
し
て

大
腿
骨
頸
部
骨
折
を
起
こ
し

て
、
家
に
帰
る
こ
と
を
望
み
つ

つ
、
特
養
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

ご
自
宅
の
近
く
を
通
る
と
、
無

人
と
な
っ
た
家
を
見
て
、
岩
下

さ
ん
ご
夫
妻
と
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を

思
い
出
し
て
い
ま
す
。
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今日からできる 
歯科訪問診療の手引き 
よりよい介護社会のために 

ご希望の会員には 
1冊無料で差し上げます。 
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一
般
的
に
は
、
一
次
予
防

（
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
）
は
自

殺
し
や
す
い
疾
患
と
い
ろ
い

ろ
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き

る
と
こ
ろ
を
教
え
て
お
く
こ

と
、
二
次
予
防
（
イ
ン
タ
ー

ベ
ン
シ
ョ
ン
）
は
自
殺
し
た

い
人
が
い
た
と
き
に
は
十
分

話
を
聞
き
、
自
殺
し
た
い
気

持
ち
を
和
ら
げ
、
思
い
と
ど

ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
三
次

予
防
（
ポ
ス
ト
ベ
ン
シ
ョ

ン
）
は
自
殺
企
図
、
未
遂
後

の
治
療
・
ケ
ア
、
お
よ
び
自

殺
し
て
し
ま
っ
た
人
の
残
さ

れ
た
家
族
友
人
の
ケ
ア
を
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

自
殺
の
名
所
で
は
、
思
い

と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
の

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
劇
的

に
数
を
少
な
く
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
依
存
症
で

は
、
酒
の
値
上
げ
、
販
売
制

限
（
販
売
時
間
、
許
可
し
た

店
で
し
か
販
売
し
な
い
）
な

ど
で
、
か
な
り
自
殺
者
が
減

る
と
い
う
。
自
殺
の
人
口
比

日
本
一
を
続
け
て
い
る
秋
田

県
で
、
自
殺
予
防
の
運
動
を

続
け
て
い
る
精
神
科
医
の
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼

は
、
地
域
へ
出
向
き
、
そ
の

地
区
の
警
察
官
、
保
健
師
さ

ん
、
民
生
委
員
、
お
坊
さ
ん

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

と
近
隣
の
人
た
ち
に
、
声
を

か
け
る
運
動
を
し
て
い
る
と

い
う
。

結
局
、
自
殺
す
る
人
を
こ

の
世
に
つ
な
ぎ
と
め
る
の

は
、
人
と
の
つ
な
が
り
な
の

だ
。
そ
し
て
実
際
に
自
殺
の

危
険
性
が
あ
る
人
に
は
、
そ

の
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を

解
決
に
導
く
た
め
に
、
具
体

的
な
援
助
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
そ
う
だ
。
保
健
師
や

民
生
委
員
は
、
医
療
機
関
に

一
緒
に
行

き
、
多
重

債
務
の
問

題
に
は
、

そ
の
相
談

に
応
じ
て

く
れ
る
所

に
行
く
な

り
し
て
い

る
。
そ
し

て
、
一
応

の
話
し
合

い
を
し
た
後
で
、
関
係
者
と

一
杯
や
る
そ
う
で
あ
る
。
彼

も
忙
し
い
仕
事
（
精
神
病
院

院
長
）
の
合
間
を
ぬ
っ
て
身

を
削
り
、
そ
の
事
業
に
携

わ
っ
て
い
る
。
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
し
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
あ
る
。

医
療
に
も
か
か
ら
な
い
人

た
ち
が
多
く
い
る
状
況
で

は
、
ま
ず
、
国
の
姿
勢
や
政

策
・
対
策
、
そ
し
て
社
会
が

声
を
か
け
、
見
つ
け
、
救
う

と
い
う
社
会
的
ケ
ア
と
病
的

状
態
・
苦
し
さ
を
緩
和
し
て

い
く
医
療
的
ケ
ア
・
治
療
が

相
ま
っ
て
、
自
殺
者
の
減
少

と
住
み
よ
い
環
境
を
み
ん
な

で
創
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。
国
の
自
殺
対
策
基
本
法

が
で
き
て
、
そ
れ
で
少
し
ず

つ
対
策
は
取
ら
れ
て
は
い
る

が
、
自
殺
者
年
間
三
万
人
の

水
準
は
、
ま
だ
続
い
て
い

る
。
国
・
地
方
公
共
団
体
の

粘
り
強
い
対
策
・
対
応
と
保

険
医
協
会
の
皆
さ
ん
を
含
む

医
療
・
保
健
関
係
者
の
積
極

的
関
与
を
期
待
し
た
い
。

難
し
い
課
題
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
振
り
返
り
の
機
会

を
得
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

自 

殺 

予 

防 

自 

殺 

予 

防 奥
田
　
宏
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
）

自 
殺 
問 
題 

自 
殺 
問 
題 

自 
殺 
問 
題 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

一
精
神
科
医
が
経
験
し
て
い
る 

6
最
終
回 

セーフティーネット セーフティーネット 
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半世紀前、安保改定をきっかけに学園闘争、ベトナム反戦、成田闘争、

医学部学生の固有問題として、青医連が指導したインターン闘争、精神科

医局改革など一連の運動が高揚した時期があった。

今回は、この運動に指導的役割を演じた医師たちの生き方をその著書を

紐解きながら語ってみたい。

①聞書き〈ブント〉一代

〈ブント〉とは、1960 年安保闘争を指導した新生政治集団「共産主義者

同盟」の通称。東大医学部を卒業し、1960 年代安保、1970 年代安保をブ

ント幹部として駈け抜け、川崎幸病院を設立、職員数 1,700 人規模までに

発展させた社会医療法人財団石心会理事長、石井暎禧の語りを、市田良彦

氏がオーラルヒストリーとしてまとめた一冊。

前半部（１～ 3章）はブントへの入党から安保の時代を駈け抜けた政治

史の記述。正直、一次、二次ブントから四分五裂の闘争史・新左翼理論は

よく分からないし、興味もわかない。

ところが、後半（４～６章）は、政治闘争から一歩身を引き病院経営や

医療問題にぶつかる語りは、俄然面白くなる。

青医連闘争（国家試験ボイコット闘争）、安田講堂攻防戦が終わり、ブ

ントとしての政治活動も沈殿して、自分の身の振り方を考え、病院を作る

ことを決心。もともと親が産婦人科開業医で、川崎駅周辺に膨大な土地を

持つ資産家で、その一部を売却して資金を捻出。親を理事長として 1973

年に病院を作った。病院の理念としては地域密着、在宅診療も始めた、患

者自身の自己管理医療を「ビジネス」にして「闘争」とブント的に位置づ

け ､先駆的に進めた。

創立当時のエピソードとして、病院労働組合と理事会との激烈な争議。

絶対救急は断らない応需体制。血液透析事業、特に夜間透析や在宅透析に

先陣を切って参入。保健所と一緒に地域保健部の設置と在宅への取り組み

などをやった。

特筆すべきは、血友病患者へのＡＨＧ（抗血友病グロブリン）の自己注

射を、確信犯的に実施。実績を積み上げて学会発表。そこで強引に当局に自

己注射を認めさせる手法など、さすがに当局もびびる元全共闘と感心する。

だが石井の経営者としての非凡さは、1983 年に老健法が制定され、国

の医療費抑制策が明確になり、病院の生き残りには、高度先進医療の導入

と、集中的治療、早期退院の流れをいち早く読み、その方向に邁進したこ

とと、病院の運営は、医師は診るだけにさせて、「ライン」の形成、つま

り入院から退院までの流れは看護師の采配下に置くというコンセプトを創

り実践したことに現れている。

最終章では、医療・介護についての思想を語っている。内容が詰まりす

ぎて紙面の関係で省略するが、保団連・保険医協会・（歯科）医師会の主

張とは相反することも多い。が、評価面を一つ挙げると、日本病院会で

2003 年の小泉改革のころ、民間開放会議が混合診療の全面的開放を迫っ

た時、その主張に乗り病院会として混合診療開放を宣言しようとした、河

北中央病院河北博文とその一派、学者を、撃破したことで、その論理もさ

すがに「ブント」だと感心した。

（今後のためにも興味ある方は本書をぜひ読んでください）

結びとして、ソ連崩壊にみる社会主義への幻滅と共に、所詮「国家」と

は相対的なもので、すでに「権力性」を喪失している。官僚と闘うことも

できるし組むこともできる、・・・この冷めた感覚。それでも「ブント」

の闘士として地域拠点主義でやっていくとのたまうのである。

②がんばらない　③あきらめない

④理想の医療を語れますか

今、医師で全国で講演会などに呼ばれるベスト１は聖路加の日野原氏だ

が、ベスト２はおそらく鎌田氏（医科歯科大）であろう。鎌田は、著書

「あきらめない」で有名になり、テレビドラマ化されたので今さら内容の

説明は不要だろう。

②③での鎌田の患者に対する姿勢、終末期医療の諏訪中央病院の取り組

みは高く評価されたが、ここまで理想化されて良いのか、現行の医療体制

でここまでやると、職員の疲弊とかどこかで歪みが出ないものかと正直思

う。

今井（東大）の著書は、野党時代に民主党参議院議員として、民主党の

医療政策を主に解説したもので、政権奪取後の政策とずれがあるし、

ちょっと受け入れられない点もある。今井は 2002 年夭折したが、もし生

きていて厚労大臣になっていたら、今より少しはましな医療政策をとるん

じゃないかとも思う。

ところで、全共闘時代の２人の行動は意外と知られていないし、語らな

い。鎌田は『あきらめない』のあとがきに諏訪に赴任する自分のことを、

あの時代の心の決着がまだついていない。～どうしても都落ちしたかった

自分があった～。孤独な実存を目指した自分の思いとは違い、～信州には

共生とか地域共同体に絡め捕られる自分があった。～と、ポロッと本音を

語っている。

今井は、東大安田講堂攻防戦の時、最後まで残って逮捕された全共闘防

衛隊長である。医師になり患者中心の理想の医療は、医師が不足している

地方の方が良いとの思いで諏訪中央病院へ赴任。赤字で閉鎖寸前の組合立

諏訪中央病院を鎌田と一緒に建て直す。２人はそれぞれ 10 年程度の任期

で院長職を務め、今日、この病院は患者中心の医療、在宅診療、終末期医

療の評価が高いが、石井に言わせれば、地方であっても心臓外科、脳神経

外科などの最新医療を積極的に導入し、今日的急性期病院への転換を計っ

たのが大きかったと述べている。

このほか、同じく東大医学部で石井の同窓、黒岩卓夫がいる。彼も医学

連部隊の一員として 1960 年６月５日に国会突入しようとして機動隊と激

突、ブント幹部の樺美智子が死亡。黒岩も意識不明の重傷を負う。

黒岩は、ほぼ石井と同時期に、新潟県浦佐で病院と特養、検診センター

も併設（予防、治療、介護の一体化）したゆきぐに大和構想を立ち上げた

が、町長選に出馬して落選、その後、診療所をつくり、やがて在宅ケアを

支える診療所・市民・全国ネットワークというＮＰＯに発展させる。

もう一人忘れてはいけないのが、日医大の乾達。医学連の執行委員とな

り、1960 年安保闘争時、1.16 羽田闘争での逮捕歴をもつ。乾については、

以前の読書教室で取り上げている。

以上、1960 年、1970 年安保時代、学生運動に身を投じ、その後医師と

して活躍している医師たちにつき述べた。　

本号では、新春座談会として、会員諸氏ご存じの莇昭三先生を取り上げ

ている。今回取り上げた全共闘の方々と年齢も違うし、民医連を引っ張っ

てこられた立場も違う。だが、われわれ医局出身者でない逞しさとか、理

想実現のための粘っこさ、ひたむきさなど、ある種の共通点も見いだせる。

今回の読書教室については、まだまだ言い足らないこともあるが、後は

皆さまに考えていただければ幸いである。

○テーマ─ ○テーマ─ 安保時代を駆け抜けた医師たち 
～学園闘争にのめり込んだ戦士達の生き様～ 
安保時代を駆け抜けた医師たち 
～学園闘争にのめり込んだ戦士達の生き様～ 

喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
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読書教室 

①聞書き〈ブント〉一代
●著者：市田良彦
 石井暎禧（著）
●出版：世界書院

（2010年 10月初版）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②がんばらない
（2003年 6月初版）

③あきらめない
（2006年 5月初版）

●著者：鎌田實（著）
●出版：集英社文庫

④理想の医療を
 語れますか
 ～患者のための制度改革を
●著者：今井澄（著）
●出版：東洋経済新報社

（2002 年 4月初版）
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広汎性発達障害（ＰＤＤ）とは、いわゆる「自閉

症」を中心とした疾患概念で、次の３つを大きな特

徴としています。

①社会性の障害

②コミュニケーションの障害

③想像力の障害と行動の障害

「自閉症」という名称自体は、「独りで同じ遊びを

繰り返して自分の殻に閉じこもっているように見え

る」という自閉症児の印象をそのまま名付けたもの

と言えますが、現在では典型的な自閉症だけでな

く、類似した状態をひと括りにして「ＰＤＤ」ある

いは「自閉症スペクトラム」として分類するように

なりました。つまり「自閉傾向」にも非常に幅が

あって、重度のものから、他者から見て非常に判り

づらいレベルのものまで存在するのだという理解に

変わってきたのです。

最近、世間でも注目されるようになった「アスペ

ルガー障害」とは、ＰＤＤの中でも言葉や知的発達

に遅れのないタイプのもののことで、やはり「自閉

傾向」から日常生活において、さまざまな問題を呈

することがあります。特にアスペルガー障害の方

は、場違いな言動でトラブルを起こすことが多いと

言えますが、これは他者の気持ちが「想像できな

い」ことから来る症状の一つと言えます。また、神

経の独特な繊細さ過敏さも目立ちますが、これはＰ

ＤＤ全般に見られる傾向です。しかしその一方で、

彼らが学問や芸術など自分の好きな分野では、極端

に優れた能力を発揮することが少なくないのも特徴

の一つです。

ところで人間の性格というのは、非常に大まかに

分けると、次の二とおりがあると言えます。

Ａ．落ち着きはないけれど社交的な、接客商売や営

業職タイプの人。

Ｂ．口数が少なく人付き合いは苦手だけど、集中力

がある職人さんや学者タイプの人。

これらの傾向が強いのか、弱いのか、混ざり合っ

ているのかは、個々人によって違います。Aのタ

イプで落ち着きのなさが度を越してしまったケース

が、前回ご紹介した「注意欠陥多動障害」にあたり

ます。一方、Bの性格が極端になったケースが「Ｐ

ＤＤ」または「アスペルガー障害」であると言えま

す。

Aの性格の人に、顕微鏡で細胞を数えることや、

蒔絵の仕事を強要すれば、イライラした挙句に机を

ひっくり返すかもしれませんね。また、Bの性格の

人に「毎晩お得意様を接待して、契約を取り付けて

来なさい」と命じたならば、数週間後には彼はウツ

状態になっているかも知れません。要は「適材適

所」であって、Aと Bのどちらのタイプが良い悪

いという話ではないのです。確かに困難な事に挑戦

して、これをクリアした時の喜びというのは何もの

にも代えがたいですが、だからといって無理をし過

ぎて不適応を起こすのは、本末転倒と言えます。

野球やサッカーを見ていても、お調子者のムード

メーカータイプの選手と、少々偏屈な職人気質の選

手が、うまく調和しているチームが強いチームです

よね。これは、まずは個々人が伸び伸びと活動でき

る環境にあるということ、加えて、各自が自分と違

うタイプの人たちをも受け入れることができる「寛

容さ」を持っているということが、その集団の「柔

軟さ」のみならず、「強さ」にもつながっていくと

いう良い例なのではないかと思います。

辻　隆範（金沢市・小児科） 

解  説 第3回 第3回 

発達 
障害 
発達 
障害 
発達 
障害 
【6回シリーズ】 【6回シリーズ】 

広汎性発達障害 
（ＰＤＤ） 

広汎性発達障害 
（ＰＤＤ） 

広汎性発達障害 
（ＰＤＤ） 
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「腎臓病は分かりにくい」と感じている方は、

多いのではないでしょうか？　私もその一人でし

た。急性腎炎、ネフローゼ症候群、慢性腎不全な

どの病態診断と IgA 腎症や膜性腎症などの病理

診断名があり、一対一に対応していないので厄介

です。

卒業して、金沢大学の旧第二内科（竹田内科）

に入局、膠原病がやりたくて２年目に黒田満彦先

生の研究室に入りました。先輩の宮崎良一先生か

ら、最初に教わったのが腎生検の蛍光診断で、腎

炎の臨床が、腎病理を基本にしていることがよう

やく理解でき、興味を持つようになりました。そ

れで、腎炎も、腎硬化症も、糖尿病性腎症も一緒

にしてしまう慢性腎臓病という診断名は、私に

とっても最初は違和感がある概念でした。

しかしながら、腎疾患の原因を問わず、慢性の

腎臓病の存在が、心血管疾患の大きなリスクファ

クターであることが欧米の疫学調査から明らかと

なりました。慢性腎臓病はその事実を踏まえて

2002 年にアメリカで提唱された新しい概念で、

医師向けというより、透析患者の激増や心血管疾

患を予防するための、一般への啓蒙的な病名と言

えます。

慢性腎臓病は腎機能によりステージ１から５ま

でに分けられていますが、腎機能の評価のために

糸球体濾過量（GFR）を用いていることが特徴

です。日本人の GFR を血清 Cr 値から推定する

ため、日本腎臓学会では新たな推算式（eGFR式）

を 2008 年に決定しました。年齢、性別を考慮し

て決められた式で、たとえば Cr 値 0.8mg/dl の

20歳男性では、eGFR 104.8（mL/分 /1.73g）と正

常ですが、70 歳女性では eGFR 54.1（mL/ 分

/1.73g）と中度低下（ステージ３）となります。

『CKD診療ガイド 2009』では、降圧薬として

ACE 阻害薬やARB を第一選択とし、降圧目標

が達成できないときに、第二選択薬として利尿薬

か Ca 拮抗薬の併用を勧めています。また、１）

0.5g/g クレアチニン以上または２＋以上の蛋白

尿、２）eGFR 50 mL/ 分 /1.73g未満、３）蛋

白尿と血尿がともに陽性（１＋以上）のいずれか

の場合は腎臓専門医に紹介することを推奨してい

ます。そして、尿蛋白量を減らすことが出来た群

では、腎障害の進展のみならず、心筋梗塞の発症

も予防することができると報告され、蛋白尿を減

らすことが明確な治療の目標の一つとなりまし

た。病診連携にて、透析導入患者さんが減ること

を願っております。

参考文献：『CKD診療ガイド 2009』（日本腎臓学

会編）
●● このコーナーの原稿を募集しています。●●
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※今回は通常と形が違います  

慢性腎臓病あれこれ
紺井　一郎（内灘町・内科） 

高
橋
サ
ブ
ロ
ー 

再 

会 

｜
旧
友
に
贈
る
写
人
の
造
形
詩
｜

そ
れ
は
　
　
　
　
　
　
六
十
五
年
前 

　
　
サ
ブ
ち
ゃ
ん
が
達
ち
ゃ
ん
と
呼
ん
だ 

そ
の
竹
馬
の
友
と
通
っ
た
少
年
の
頃 

　
　
本
土
空
襲
が
無
残
に
も
引
き
裂
い
た 

き
み
は
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
年
上 

 

　
年
に
一
度
の
配
達
さ
れ
た
年
賀
状
も 

　
文
面
に
は
遍
歴
の
記
載
無
く
過
ぎ
た 

　
二
人
と
も
古
希
を
迎
え
た
け
れ
ど
も 

　
家
族
の
現
況
な
ど
を
知
り
た
か
っ
た 

 

　
四
十
年
前
に
君
は
大
津
で
結
婚
し
た 

　
結
婚
と
就
職
は
人
生
の
確
か
な
節
目 

　
そ
の
時
僕
は
滋
賀
水
口
に
赴
任
し
た 

 

　
偶
然
だ
っ
た
地
元
新
聞
の
文
化
欄
だ 

　
書
道
展
の
関
連
者
に
君
の
名
を
発
見 

　
ぼ
く
は
感
化
さ
れ
条
幅
に
挑
戦
し
た 

 

　
開
業
し
た
時
に
貰
っ
た
信
楽
焼
の
狸 

　
年
の
瀬
に
寒
気
団
が
南
下
襲
来
し
た 

　
元
旦
の
薄
雪
パ
ン
ダ
に
変
身
さ
せ
た 

　
星
霜
か
さ
ね
て
再
会
を
促
す
信
楽
焼 

 

　
化
身
の
パ
ン
ダ
　
お
祝
い
酒
持
っ
て 

　
君
か
ら
届
い
た
　
年
賀
状
を
確
か
め
る 

ア
ン
デ
ル
マ
ッ
ト
ロ
ー
ム
氷
河
に
立
っ
た 

　
勇
姿
映
え
る
君
の
写
影
は
母
君
に
似
る 

　
六
十
五
年
ぶ
り
　
再
会
目
前
に
し
て
。 

　
　（
二
〇
一
〇
年
八
月
六
日
の
広
島
原
爆
の
日
に
記
す
） 

　
　
【
開
業
二
十
年
目
に
、信
楽
焼
の
狸
の
変
身
パ
ン
ダ
】 

 

『
新
現
代
詩
』
（
二
〇
一
〇
年
十
月
号
）
よ
り 

関
連
写
真
は
二
十
面
に
掲
載 
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組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

病
診
連
携
の
指
標
と
し
て
、

月
単
位
の
紹
介
数
は
約
二
百
四

十
件
、
逆
紹
介
数
は
百
八
十
件

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
こ
の
地

域
で
の
開
業
医
は
少
な
く
、
中

核
総
合
病
院
と
し
て
の
役
割
と

か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
役
割

を
も
担
っ
て
き
た
。
開
放
病
床

は
、
能
美
市
医
師
会
の
要
望
と

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

　　　  　芳珠記念病院　安心窓口センター統括室 
              （ほうじゅ連携室、入退院調整室、医療福祉相談室） 
　　　  　芳珠記念病院　安心窓口センター統括室 
              （ほうじゅ連携室、入退院調整室、医療福祉相談室） 
第3回 

（石川県能美市緑が丘11-71 TEL0761-51-5551） 
http://www.houju.or.jp/index.html

（石川県能美市緑が丘11-71 TEL0761-51-5551） 
http://www.houju.or.jp/index.html

今
回
は
、
南
加
賀
地
区
か
ら

能
美
市
（
旧
辰
口
町
）
に
あ
る

地
域
密
着
型
の
民
間
の
総
合
病

院
、
芳
珠
記
念
病
院
を
取
材
し

た
。能

美
市
は
現
在
一
万
六
千
七

百
六
十
三
世
帯
、
人
口
約
四
万

九
千
人
が
在
住
し
て
い
る
。

芳
珠
記
念
病
院
の
病
床
構
成

は
、
一
般
病
床
二
百
床
（
Ｄ
Ｐ

理
事
　
西
川
　
忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
） 

高
度
な
連
携
に
よ
る
入
退
院
の
管
理 

高
度
な
連
携
に
よ
る
入
退
院
の
管
理 

一
層
期
待
さ
れ
る「
和
・
楽
・
仁
」 

一
層
期
待
さ
れ
る「
和
・
楽
・
仁
」 

一
層
期
待
さ
れ
る「
和
・
楽
・
仁
」 

Ｃ
対
象
百
四
十
床
、
亜
急
性
二

十
八
床
、
障
害
者
三
十
二
床
）、

療
養
病
床
（
医
療
療
養
六
十

床
、
介
護
療
養
六
十
床
）
で

す
。芳

珠
記
念
病
院
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
法
人
名
の
「
和
楽
仁
」
を

実
践
し
て
ゆ
く
こ
と
。
地
域
の

健
康
を
支
え
る
医
療
法
人
と
し

て
、
和
や
か
に
（
和
）、
楽
し

く
働
き
甲
斐
を
持
ち
（
楽
）、

利
用
さ
れ
る
皆
様
に
対
し
て
は

思
い
や
り
と
保
健
・
医
療
・
介

護
を
統
合
し
た
良
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
（
仁
）
す
る
こ
と
に
あ

る
と
い
う
。

仲
井
培
雄
理
事
長
が
、
病
院

改
革
の
た
め
技
術
経
営
の
手
法

を
取
り
入
れ
、
上
田
博
院
長
と

二
人
三
脚
で
、
各
責
任
者
が
闊

達
に
運
営
を
行
っ
て
い
る
姿
が

映
し
出
さ
れ
た
。
安
心
窓
口
セ

ン
タ
ー
統
括
室
長
の
佐
久
間
寛

副
院
長
は
、「
当
院
の
安
心
窓

口
セ
ン
タ
ー
に
は
、
同
じ
フ
ロ

ア
に
連
携
室
と
入
退
院
調
整
室

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
外
来
患

者
の
相
談
も
行
い
な
が
ら
、
入

退
院
の
情
報
も
迅
速
に
双
方
向

に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は

看
護
師
で
あ
り
、
入
退
院
調
整

室
長
で
あ
る
看
護
師
長
の
権
限

を
強
化
し
、
医
師
へ
の
退
院
調

整
依
頼
も
行
っ
て
い
る
」
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
と
語
っ
た
。
予

定
入
院
の
場
合
は
、
入
退
院
調

整
室
で
入
院
の
説
明
を
し
な
が

ら
患
者
情
報
を
収
集
し
、
各
病

棟
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
病
棟

看
護
師
の
入
院
時
ア
ナ
ム
ネ
ー

ゼ
聴
取
が
簡
素
化
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
入
院
患
者
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
を
作
成
、

患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
介
護
度
、
患

者
背
景
な
ど
の
情
報
を
入
院
当

初
か
ら
把
握
し
、
退
院
が
困
難

に
な
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
多

職
種
が
早
期
か
ら
介
入
す
る
こ

と
で
、
円
滑
な
退
院
へ
の
取
り

し
て
大
き
い
も
の
で
な
く
、
ま

た
、
病
床
稼
働
率
か
ら
も
、
今

の
と
こ
ろ
検
討
さ
れ
て
は
い
な

い
。
オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
と
し
て
、
能
美
市

三
病
院
が
持
ち
回
り
で
月

一
回
、
能
美
市
臨
床
懇
話

会
の
名
で
症
例
検
討
会
が

行
わ
れ
て
お
り
、
二
百
五

十
回
を
重
ね
た
と
い
う
。

ま
た
、
が
ん
拠
点
病
院
を

目
指
し
て
お
り
、
胃
が
ん

の
精
度
管
理
に
つ
い
て

も
、
積
極
的
な
関
わ
り
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

歯
科
の
西
出
直
人
医
師
に

よ
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
も
注
目
さ
れ

る
。
歯
科
部
門
の
地
域
全

体
へ
の
取
り
組
み
に
ま
で

発
展
さ
せ
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。

そ
の
他
、「
南
加
賀
か

け
は
し
糖
尿
病
地
域
連
携

パ
ス
」
へ
の
参
加
が
あ
る

が
、
そ
の
登
録
数
の
増
加

は
少
な
い
。
病
診
連
携
の

観
点
か
ら
広
域
の
地
域
連

携
パ
ス
を
も
積
極
的
に
推

進
し
て
も
ら
い
た
い
。

要
介
護
者
に
つ
い
て
、

入
退
院
の
要
件
に
つ
い
て

制
限
を
課
し
て
い
な
い
。
在
宅

復
帰
に
関
し
て
医
療
福
祉
相
談

室
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
室
）
に
新
た
な
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
迎
え
、
退
院

支
援
を
強
化
し
た
。
そ
の
結

果
、
退
院
決
定
前
で
の
在
宅
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ほ
う

じ
ゅ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型

介
護
施
設
、
高
齢
者
対
応
型
賃

貸
住
宅
、
老
健
、
福
祉
用
具
貸

与
事
業
所
と
の
連
携
が
な
さ

れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
定
の

流
動
性
を
持
っ
て
自
宅
退
院
以

外
の
退
院
調
整
が
円
滑
に
行
わ

れ
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
、
入
退
院
の
調

整
と
、
連
携
室
そ
し
て
Ｍ
Ｓ

Ｗ
、
ケ
ア
マ
ネ
が
連
動
で
き
て

い
る
こ
と
は
、
病
院
機
能
と
し

て
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
っ
た
。
今
後
と
も
健
全
な
経

営
で
か
つ
、
適
切
な
稼
働
率

で
、
法
人
病
院
ら
し
い
要
介
護

者
や
低
所
得
者
に
も
優
し
い
病

床
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

真
の
地
域
連
携
支
援
病
院
を
め

ざ
し
て
、
今
以
上
に
病
診
連
携

が
深
ま
る
、
和
・
楽
・
仁
に
期

待
し
た
い
。

医療法人  社団  和楽仁（わらに）芳珠（ほうじゅ）記念病院

夕刻に約２時間の取材に応じていただいた

メニュー豊富な軽食コーナー 商品豊富な売店

座りやすいイスの待合室

待合室奥にある地域医療連携室

医療福祉相談室も見学
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高
山
植
物
に
「
ウ
サ
ギ
ギ

ク
」
と
い
う
花
が
あ
り
ま

す
。
湿
っ
た
草
地
に
生
え
る

植
物
で
、
い
ろ
い
ろ
咲
き
乱

れ
る
花
々
の
な
か
で
、
ひ
と

き
わ
目
立
つ
、
あ
ざ
や
か
な

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ウ
サ
ギ
ギ
ク
に
は
こ
ん
な

民
話
が
あ
り
ま
す
。

◎

あ
る
時
、
神
様
が
森
の
動

物
た
ち
の
気
持
ち
を
試
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
み

す
ぼ
ら
し
い
姿
に
な
り
、
ト

ボ
ト
ボ
と
山
道
を
歩
い
て
い

ま
し
た
。

こ
の
疲
れ
果
て
た
旅
人
の

よ
う
な
姿
を
見
た
心
や
さ
し

い
動
物
た
ち
は
、
何
と
か
こ

の
人
を
も
て
な
そ
う
と
み
ん

な
で
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。

リ
ス
は
た
め
て
あ
っ
た
ク

ル
ミ
や
ク
リ
を
倉
庫
か
ら

持
っ
て
き
て
差
し
出
し
ま
し

た
。
サ
ル
は
日
ご
ろ
作
っ
て

い
た
サ
ル
酒
を
木
の
洞
か
ら

持
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ワ
ウ

ソ
は
川
で
泳
い
で
い
る
魚
を

捕
ま
え
て
、
キ
ツ
ネ
は
里
に

下
り
た
時
に
失
敬
し
て
き
た

卵
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
さ
な
ウ
サ
ギ

は
何
も
あ
げ
る
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ウ
サ
ギ
は
し
ば
ら

く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
大

き
な
た
き
火
を
た
い
て
も
ら

い
、「
ど
う
ぞ
私
の
体
を
食

べ
て
く
だ
さ
い
」
と
火
の
中

に
身
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。

驚
い
た
神
様
は
「
自
分
の

命
を
捨
て
て
ま
で
他
人
に
尽

く
そ
う
と
す
る
と
は
」
と
、

と
っ
さ
に
ウ
サ
ギ
を
抱
き
上

げ
た
か
と
思
う
と
、
空
に
舞

い
上
が
り
、
そ
の
ま
ま
月
の

世
界
に
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。そ

し
て
、
ご
ほ
う
び
と
し

て
こ
の
ウ
サ
ギ
の
子
孫
に
速

く
走
れ
る
足

と
、
ウ
サ
ギ

ギ
ク
の
葉
の

よ
う
な
長
く

て
、
よ
く
聞

こ
え
る
耳
を

与
え
る
こ
と

を
約
束
。
そ

れ
か
ら
ウ
サ

ギ
の
耳
は
長

く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で

す
。

◎

高
山
植
物
の
ウ
サ
ギ
ギ
ク

は
、
茎
の
途
中
に
一
対
の
長

い
葉
が
あ
り
ま
す
。
雪
が
と

け
る
と
と
も
に
伸
び
始
め
、

柔
ら
か
な
毛
が
生
え
て
、

ち
ょ
う
ど
ウ
サ
ギ
の
耳
に
見

え
る
の
で
、
そ
の
名
が
つ
い

た
と
い
い
ま
す
。
富
山
県
の

立
山
や
北
陸
の
白
山
で
咲
く

ウ
サ
ギ
ギ
ク
が
と
く
に
有
名

で
す
。

ウ
サ
ギ
と
神
様
 

ウ
サ
ギ
と
神
様
 

干
支
の
民
話
 文

と
絵
　
と
よ
た
　
時
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原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー         ◆◆ 137◆◆

囲 碁

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 
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飛
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〈ヒント〉 3手目がポイントに 
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つになるでしょう。 
【ルール】 
q空いているマスに、1から
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wタテ列（9列あります）、ヨ
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河野　晃（金沢市・小児科） 

20
ホノルルに寄稿して 

二
〇
〇
九
年
七
月
十
二
〜

十
三
日
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル

に
寄
港
し
ま
し
た
。
日
ざ
し
は

と
て
も
強
く
、
気
温
は
三
十
度

前
後
で
す
が
、
日
陰
は
さ
わ
や

か
な
風
が
通
り
抜
け
て
過
ご
し

や
す
く
、
朝
晩
は
涼
し
い
の
で

す
。
こ
の
天
候
は
ほ
ぼ
一
年
中

同
じ
だ
と
の
こ
と
で
、
季
節
の

変
化
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
一

年
中
貿
易
風
が
吹
い
て

い
る
た
め
で
、
平
屋
の

住
宅
で
は
エ
ア
コ
ン
は

必
要
な
い
そ
う
で
す
。

ハ
ワ
イ
は
、
一
七
七

八
年
イ
ギ
リ
ス
人
探
検

家
ク
ッ
ク
の
到
達
以

降
、
太
平
洋
に
お
け
る

捕
鯨
船
の
基
地
と
な

り
、
ア
メ
リ
カ
人
が
移

住
し
ま
し
た
。
鯨
か
ら

採
っ
た
鯨
油
は
、
灯
油
や
機
械

油
（
潤
滑
油
）
の
原
料
と
な
っ

た
の
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
源

で
し
た
。

日
本
の
最
初
の
組
織
的
な
ハ

ワ
イ
移
民
は
、
広
島
県
出
身
の

百
四
十
八
人
で
、
ハ
ワ
イ
に
到

着
し
た
の
は
一
八
六
八
年
（
明

治
元
年
）
の
こ
と
で
し
た
。

先
住
民
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
王
朝

七
代
目
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
が
九

カ
月
九
日
の
世
界
一
周
の
旅
に

出
て
、
横
浜
港
に
寄
港
し
て
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
、
明
治
天
皇

に
謁
見
し
た
の
は
一
八
八
一
年

の
こ
と
で
す
。
日
本
と
対
等
な

外
交
関
係
を
持
つ
こ
と
や
、
海

底
電
信
線
を
敷
設
す
る
、
両
国

の
王
族
と
姻
戚
関
係
に
な
る
な

ど
、
や
や
突
飛
な
提
案
も
し
ま

し
た
が
、
日
本
人
の
移
民
を
要

請
し
、
そ
の
後
に
大
規
模
な
日

本
人
移
民
が
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
の
日
系
人
は
ハ
ワ
イ
の
人

口
の
二
十
二
％
で
す
が
、
以
前

は
四
十
三 

％
に
達
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

カ
メ
ハ
メ
ハ
王
朝
は
、
ア
メ

リ
カ
人
の
巧
み
な
策
略
に
よ
り

一
八
九
三
年
に
崩
壊
し
ま
す

が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化
を
受
け

継
ぐ
、
フ
ラ
な

ど
を
中
心
と
し

た
ハ
ワ
イ
の
文

化
は
、
米
国
本

土
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
も
の

で
、
外
国
人
観

光
客
に
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

ワ
イ
キ
キ
の

浜
を
背
に
し
て

海
を
見
る
と
、

左
に
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ヘ
ッ
ド
、

右
に
ホ
ノ
ル
ル

空
港
、
パ
ー
ル

ハ
ー
バ
ー
（
真

珠
湾
）
と
い
う
位
置
関
係
に
あ

り
ま
す
。

真
珠
湾
は
、
以
前
か
ら
米
国

海
軍
の
重
要
な
基
地
で
し
た
。

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）

十
二
月
七
日
（
日
本
時
間
で
は

八
日
）、
今
で
は
完
全
な
死
語

と
な
っ
て
い
る
「
鬼
畜
米
英
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
日
本

帝
国
海
軍
空
母
機
動
部
隊
の
航

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
結
構
、
飲
食
店
巡

り
を
し
て
い
る
。
全
身
全
霊
、
食
べ
る
の
を
楽
し
ん
で
い
る

が
、
生
来
の
貧
乏
症
で
周
り
の
会
話
が
気
に
な
り
、
妙
に
仕

事
と
関
連
付
け
て
し
ま
う
。

岐
阜
を
散
策
し
た
時
、
一
軒
の
そ
ば
屋
に
入
っ
た
。
民
家

風
の
造
り
で
、
土
地
の
人
ら
し
い
お
客
が
数
人
入
っ
て
い

る
。
注
文
を
待
っ
て
い
る
と
、
店
の
人
と
そ
の
数
人
が
談
笑

を
始
め
た
。
他
の
客
は
私
一
人
。
談
笑
が
続
く
う
ち
に
、
何

と
な
く
違
和
感
を
覚
え
た
。
こ
の
居
心
地
の
悪
さ
は
な
ん
だ

ろ
う
、
と
考
え
る
と
、
分
か
っ
た
。
知
っ
た
身
内
の
親
し
い

話
で
、
輪
が
で
き
て
い
る
。
一
見
の
自
分
と
の
間
に
壁
が
あ

る
。
は
は
あ
ん
、
と
思
い
な
が
ら
、
ふ
と
自
分
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
場
景
を
思
い
浮
か
べ
た
。
地
元
の
診
療
所
な
ら
ど
こ
で

も
あ
る
だ
ろ
う
、
な
じ
み
の
古
い
患
者
さ
ん
と
受
付
な
ど

で
、
つ
い
つ
い
長
話
。
こ
れ
を
見
る
新
し
い
患
者
さ
ん
は
、

こ
ん
な
思
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

地
元
で
名
を
知
ら
れ
た
、
牛
丼
の
チ
ェ
ー
ン
店
に
入
っ

た
。
店
員
が
、
実
に
う
ま
く
動
い
て
い
る
。
外
に
車
が
見
え

る
と
「
一
台
ご
来
車
で
す
」。
入
っ
て
く
る
と
「
三
名
様
ご

来
店
で
す
」。
全
員
が
連
携
し
て
、
準
備
体
制
に
入
る
。
会

計
の
際
は
、
手
の
空
い
た
者
が
、
分
担
や
役
割
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
っ
と
接
客
を
す
る
。

感
心
し
て
帰
っ
て
、
当
院
現
場
で
も
、
そ
う
し
た
発
想
が

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
職
員
に
話
を
し
た
。
分
か
る
者
も

い
れ
ば
、「
意
味
が
分
か
ら
ん
」（
自
分
の
業
種
役
割
を
超
え

て
連
携
す
る
な
ん
て
・
・
・
）
と
言
う
者
も
い
る
。
医
療
が

一
般
サ
ー
ビ
ス
業
に
意
識
を
並
べ
る
の
は
、
ま
だ
先
の
こ
と

か
と
、
少
々
し
お
れ
た
。

東
京
で
の
天
麩
羅
屋
。
数
席
向
こ
う
に
、
上
品
な
六
十
代

の
婦
人
が
座
る
。
そ
こ
で
は
油
が
衣
服
に
は
ね
な
い
よ
う
に

エ
プ
ロ
ン
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
て
、
実
に
て
い
ね
い
に
店
員

が
つ
け
て
く
れ
る
。
そ
こ
に
、
ご
婦
人
の
カ
チ
ン
と
き
た

声
。「
自
分
で
で
き
ま
す
か
ら
！
」。
ま
た
生
来
の
貧
乏
症

が
、
仕
事
場
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
た
。「
懇
切
丁
寧
な
サ
ー

ビ
ス
を
と
力
ん
で
も
、
一
律
の
お
仕
着
せ
は
だ
め
な
も
ん

だ
」ま

、
よ
く
考
え
る
と
当
院
で
は
「
一
律
の
懇
切
丁
寧
」
さ

え
も
、
ま
だ
十
分
で
き
て
は
い
な
い
。
余
計
な
心
配
だ
な
、

と
思
わ
ず
一
人
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

食
べ
物
屋
に
て　

〜
三
景
〜

谷
口　

透
（
金
沢
市
・
内
科
）

空
機
が
奇
襲
攻
撃
を
し
か
け
、

宣
戦
布
告
な
き
卑
劣
な
奇
襲
だ

と
、
国
際
的
に
非
難
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
日
系
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
約
八
百
人
が
米
国
本

土
へ
連
行
さ
れ
る
な
ど
、
日
系

人
の
多
く
が
差
別
さ
れ
、
迫
害

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
大
本
営

参
謀
は
何
の
痛
痒
も
感
じ
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

こ

の
時
に
沈
没
し
た
戦
艦
ア
リ
ゾ

ナ
が
、
今
も
千
百
七
十
七
人
の

将
兵
と
と
も
に
、
記
念
館
と

な
っ
て
真
珠
湾
の
海
中
に
眠
っ

て
い
ま
す
。

オ
ア
フ
島
を
半
周
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
は
、
米
国
軍
人
と
結
婚
し

た
日
本
出
身
の
女
性
で
し
た
。

ド
イ
ツ
に
駐
留
後
、
二
十
年
前

に
ハ
ワ
イ
に
転
勤
、
夫
君
は

四
十
七
歳
で
退
役
し
、
悠
々
自

適
の
生
活
と
な
り
、
日
系
の

人
々
も
多
く
て
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
る
。
大
き
な
住
宅
が
保
障

さ
れ
、
医
療
に
つ
い
て
も
近
く

の
大
き
な
陸
軍
病
院
で
診
て
も

ら
え
る
の
で
安
心
で
あ
る
と
、

話
さ
れ
ま
し
た
。
裕
福
な
退
役

軍
人
の
生
活
の
よ
う
で
し
た
。

ハ
ワ
イ
に
は
、
米
国
陸
海
空

軍
や
海
兵
隊
の
大
規
模
な
施
設

が
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
ろ

に
は
、
一
週
間
の
大
規
模
な
演

習
の
音
が
響
く
と
イ
ラ
ク
へ
出

撃
、
ま
た
一
週
間
の
大
演
習
で

次
の
出
撃
と
繰
り
返
し
、
一
万

五
千
人
も
の
兵
隊
が
イ
ラ
ク
へ

送
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

恵
ま
れ
た
気
候
と
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
中
心
と
し
た
農
業
、
そ

し
て
フ
ラ
の
文
化
の
伝
統
、
そ

れ
ら
と
不
釣
り
合
い
な
米
国
の

軍
事
的
拠
点
と
し
て
の
ハ
ワ
イ

が
同
居
し
て
い
る
現
実
に
、
複

雑
な
思
い
で
し
た
。

ホノルル港沖より暮れなずむ真珠湾に別れを告げる

ホノルル港沖よりダイヤモンドヘッドを望む
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